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創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

「中
央
分
水
嶺
踏
査
登
山
」本
格
ス
タ
ー
ト
！

日
本
山
岳
会
の
創
立
１
０
０
周
年
記

念
事
業
の
ひ
と
つ
で
国
内
登
山
の
部
の

「中
央
分
水
嶺
踏
査
登
山
」
に
つ
い
て

は
、
そ
の
計
画
概
要
と
支
部
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
、
す
で
に
会
報
７
０

４
、
７
０
５
号
で
報
告
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
事
業
を
本
格
的
に
推
進
す

る
た
め
に
、
去
る
２
月
２１
日
（土
）
の
午

後
、
水
道
橋
の
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
で
、

こ
の
企
画
の
提
案
元
で
あ
る
科
学
委
員

会
と
の
共
催
で
、
本
計
画
の
意
義
を
深

め
る
と
と
も
に
周
知
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「中
央
分
水

嶺
踏
査
に
つ
い
て
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
翌
２２
日
（日
）
に
は
、
本
計
画
の

中

央

分

水

嶺

踏

査
委

員
会

円
滑
な
実
施
に
向
け
て
、
分
水
嶺
支
部

担
当
者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
部
準
備
が
遅
れ
て
い
た
支
部
も
あ

り
ま
し
た
が
、
各
支
部
と
も
責
任
を
も

っ
て
積
極
的
に
取
り
組
む
と
の
意
思
表

示
が
あ
り
、
い
よ
い
よ
準
備
か
ら
実
行

へ
と
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
首
都
圏
で
担
当
す
る

２
区
間
に
つ
い
て
も
、
同
好
会
な
ど
に

よ
る
分
担
が
す
で
に
決
ま

っ
て
お
り
、

具
体
的
登
山
計
画
を
持
ち
寄

っ
て
、
３

月
２２
日
（月
）
に
首
都
圏
の
担
当
者
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
１
０
０
周
年
記
念
事
業
は
、

全
員
参
加
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、　
一
部
区

間
に
つ
い
て
は
、
会
報
お
よ
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
し
て
、　
一
般
会
員
を
対
象

に
公
募
し
て
参
加
を
呼
び
か
け
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
応
募

い
た
だ
き
、
創
立
１
０
０
周
年
事
業
に

少
し
で
も
関
与
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

そ
の
意
義
を
感
じ
取

っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

以
下
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
支

部
と
首
都
圏
の
分
水
嶺
担
当
者
会
議
の

開
催
報
告
を
記
し
ま
す
。

◎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告

科
学
委
員
会

・
米
倉
　
久
邦

■
は
じ
め
に

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
中
央
分
水

嶺
踏
査
事
業
の
一
環
と
し
て
、
国
土
交

通
省
国
土
地
理
院
の
後
援
を
受
け
て
開

催
さ
れ
た
。
当
日
は
、　
一
般
の
参
加
者

の
ほ
か
、
実
際
に
中
央
分
水
嶺
を
踏
査

す
る
全
国
各
支
部
の
代
表
も
含
め
て
約

２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

星
埜
由
尚
前
国
土
地
理
院
院
長
ら
４

人
が
中
央
分
水
嶺
の
意
義
や
魅
力
な
ど

に
つ
い
て
講
演
、
そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ

イ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン
で
も
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
総
延
長
５
千
キ
ロ
に
及
ぶ

分
水
嶺
の
踏
査
達
成

ヘ
ム
ー
ド
は
盛
り

上
が

っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
科
学
委
員
会
の
箕

岡
委
員
が
総
合
司
会
を
務
め
、
中
央
分

水
嶺
踏
査
委
員
長
の
石
田
要
久
理
事
が

開
会
の
挨
拶
を
し
て
始
ま

っ
た
。

■
基
調
講
演

講
演
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
今
年
１

月
に
院
長
を
退
任
し
た
ば
か
り
の
星
埜

氏
。
専
門
家
の
立
場
か
ら
、
山
岳
会
の

宗
谷
岬
か
ら
佐
多
岬
ま
で
の
分
水
嶺
踏

査
計
画
を
評
価
、
中
央
分
水
嶺
の
定
義

に
多
く
の
議
論
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
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ヤ共分水鶴諾査I神 毎ヽて

シンポジウム、パネルディスカッションで本計画の意義を再確認

た
。星

埜
氏
は

「水
が
別
れ
る
と
こ
ろ
を

分
水
界
、
海
を
へ
だ
て
る
の
が
中
央
分

水
嶺
と
す
る
と
、
北
海
道
で
は
知
床
半

島
を
北
端
と
し
て
も
い
い
。
本
州
の
中

央
分
水
嶺
の
始
ま
り
は
津
軽
半
島
か
下

北
半
島
か
。
こ
れ
は
陸
奥
湾
が
日
本
海

か
太
平
洋
、
ど
ち
ら
の
海
に
付
属
し
て

い
る
と
見
る
か
で
決
ま
る
」
と
述
べ
、

さ
ら
に
瀬
戸
内
海
や
薩
摩
半
島
錦
江
湾

の
例
を
挙
げ
て
、
「中
央
分
水
嶺
と
簡

単
に
言
う
が
、
面
白
い
奥
の
深
い
議
論

が
出
来
る
」
と
、
こ
の
機
会
に
分
水
嶺

論
議
を
深
め
て
欲
し
い
と
要
望
し
た
。

ま
た
、星
埜
氏
は
、分
水
嶺
は

「人
々

の
生
活
や
文
化
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
」
と
、
そ
の
意
味
は
単
に

地
理
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
な
い
と
指

摘
し
た
。

次
に
、
分
水
嶺
研
究
に
長
く
携
わ
り
、

１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
中
央
分

水
嶺
踏
査
を
提
唱
し
た
科
学
委
員
会
の

近
藤
善
則
委
員
が

「分
水
嶺
の
魅
力
と

踏
査
の
意
義
」
と
題
し
て
登
壇
。

分
水
嶺
の
魅
力
に
つ
い
て
、
地
理
、

地
学
、
河
川
、
森
林
、
文
学
、
歴
史
、

生
活
文
化
、
交
通
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野

と
密
接
に
か
か
わ

っ
て
お
り
、
登
山
の

対
象
と
し
て
も
興
味
深
い
テ
ー
マ
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
述
べ
た
。

近
藤
氏
は
、
具
体
的
な
テ
ー
マ
を
①

気
候
や
風
土
の
境
界
の
役
割
を
強
く
感

じ
る
と
こ
ろ
や
、
植
生
、
動
物
の
観
察

な
ど
の
自
然
系
、
②
古
道
や
峠
の
歴
史

上
で
の
役
割
、
源
流
や
三
角
点
の
観
察

な
ど
の
人
文
系
、
③
県
や
市
町
村
の
境

界
、
鉄
道
、
道
路
な
ど
の
社
会
系
―
と

３
分
類
し
て

「分
水
嶺
と
の
か
か
わ
り

な
く
し
て
列
島
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
分
水
嶺

へ
の
思
い
を
語
り
、

「分
水
嶺
に
は
登
山
道
の
な
い
と
こ
ろ

も
あ
る
。
日
本
山
岳
会
の
パ
イ
オ
ニ
ア

精
神
を
活
か
せ
る
唯

一
の
国
内
登
山
、

全
支
部
の
鋭
意
を
持

っ
て
臨
む
価
値
の

あ
る
行
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
結

ん
だ
。

北
海
道
支
部
長
の
新
妻
徹
氏
は
、
実

際
に
踏
査
を
す
る
立
場
か
ら
の
苦
労
を

語
っ
た
。
北
海
道
支
部
の
担
当
は
、
全

体
の
２
割
に
も
あ
た
る
総
延
長
１
０
６

５
キ
ロ。
各
支
部
の
中
で
も
ず
ば
ぬ
け
て

長
い
。
し
か
も
、
途
中
は
積
雪
期
で
な

い
と
歩
け
な
い
よ
う
な
難
し
い
と
こ
ろ

も
多
く
、
踏
査
達
成
に
は
強
い
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
と
全
支
部
員
の
努
力
が
欠
か

せ
な
い
。

新
妻
氏
は
、
自
ら
の
北
大
山
岳
部
時

代
か
ら
の
登
山
経
験
な
ど
を
披
露
し
な

が
ら
、
分
水
嶺
の
調
査
山
行
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
を
説
明
。
「中
央
分
水
嶺

は
、
千
歳
空
港
の
な
か
を
走

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
ど
う
し
よ
う
か
と
悩
ん
で
い
ま

す
」
な
ど
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、

踏
査
を
や
り
遂
げ
る
と
の
決
意
を
表
明

し
て
く
れ
た
。

最
後
に

『日
本
の
分
水
嶺
』
の
著
者
、

堀
公
俊
さ
ん
が

「中
央
分
水
嶺
、
こ
こ

が
面
白
い
！
」
と
題
し
て
講
演
、
「中

央
分
水
嶺
は
多
彩
な
魅
力
を
秘
め
て
い

る
。
分
水
嶺
を
は
さ
ん
で
し
ば
し
ば
植

生
、
気
候
、
風
景
、
文
化
が
大
き
く
異

な
る
こ
と
が
あ
る
。
分
水
嶺
を
越
え
て

の
人
、
物
、
情
報
の
交
流
が
日
本
の
歴

史
を
陰
で
支
え
て
き
た
と
い
っ
て
も
い

い
。
地
理
、
地
学
的
に
ユ
ニ
ー
ク
な
ポ

イ
ン
ト
が
多
数
あ
る
。
水
源
や
観
光
資

源
と
し
て
様
々
な
形
で
私
た
ち
を
潤
し

て
い
る
」
と
分
水
嶺
研
究
の
楽
し
さ
や

立思
土我
えて
五
巾
っ
一た
。

さ
ら
に
堀
氏
は
、
「分
水
嶺

ハ
ン
タ

ー
」
と
し
て
自
ら
歩
い
て
調
べ
た
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
北
海
道
、
東
北
、
関
東

中
部
、近
畿
、中
国
、九
州
の
各
地
区
に

分
け
て
、
分
水
嶺
を
め
ぐ
る
話
題
や
ト

ピ
ッ
ク
ス
を
解
説
、
「紹
介
で
き
な
か

っ
た
興
味
深
い
ポ
イ
ン
ト
も
た
く
さ
ん

あ
り
、
す
べ
て
を
説
明
し
尽
く
す
こ
と

は
困
難
。
中
央
分
水
嶺
の
魅
力
の
一
端

を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
本
望
で
す
」
と

関
西
弁
の
楽
し
い
話
を
締
め
く
く

っ
た
。

■
パ
ネ
ル

・
デ
ィ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
休
憩
の
後
、
「分

水
嶺
に
つ
い
て
大
い
に
語
る
」
と
い
う

パ
ネ
ル

・
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン
に
移

っ

た
。
最
初
に
司
会
の
森
武
昭

・
中
央
分

水
嶺
踏
査
委
員
会
事
務
局
長
が
、
計
画

内
容
や
進
捗
状
況
を
説
明
し
た
。

森
氏
は
、
中
央
分
水
嶺
踏
査
事
業
の

目
的
と
し
て
ゴ
①
で
き
る
だ
け
多
く
の

会
員
の
参
加
、
②
パ
イ
オ
ニ
ア
的
精
神

を
生
か
せ
る
、
③
６
千
人
の
会
員
が
連

帯
感
を
持
て
る
、
④
Ｉ
Ｔ
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
企
画
を
盛
り
込
む
、
⑤
科
学

的

・
文
化
的
要
素
を
盛
り
込
む
、
の
５

点
を
強
調
、
今
年
３
月
に
登
山
計
画
の

最
終
案
を
決
定
し
て
、
４
月
か
ら
活
動

を
開
始
、
来
年
１０
月
の
１
０
０
周
年
記

〉ヽ
　
欝
●
■
●
〓
■
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念
式
典
で
報
告
を
し
た
い
と
説
明
し
た
。

ま
た
、
藤
本
慶
光
総
務
担
当
理
事
か

ら
、
「各
支
部
か
ら
い
ろ
い
ろ
要
望
も

聞
い
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
皆
さ
ん
の

関
心
も
高
い
。　
一
般
の
人
も
参
加
で
き

る
よ
う
に
、
公
募
す
る
区
間
を
決
め
て

公
開
し
て
い
く
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
と
提

携
し
て
衛
星
電
話
で
通
話
す
る
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
も
計
画
し
て
い
る
」
と
補
足

説
明
が
あ
っ
た
。

討
論
会
で
は
、
星
埜
氏
や
堀
氏
か
ら
、

山
岳
会
の
事
業
に

「協
力
し
て
い
き
た

い
」
「頑
張

っ
て
欲
し
い
」
と
の
言
葉

が
寄
せ
ら
れ
た
。

山
岳
会
会
員
や

一
般
参
加
の
人
か
ら

「個
人
的
に
分
水
嶺
を
歩
い
て
い
る
が
、

昔
の
道
や
廃
道
に
な

っ
た
と
こ
ろ
が
目

に
つ
く
。
そ
う
し
た
道
の
復
活
や
登
山

道
を
新
た
に
造
る
と
か
の
啓
蒙
活
動
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
」
「結
構
な
企

画
だ
が
、
参
加
す
る
に
は
ど
う
す
る
の

か
。
具
体
的
な
呼
び
か
け
は
」
な
ど
の

質
問
が
出
た
。

ま
た
、
星
埜
前
院
長
に
は
、
「地
理

院
の
地
図
の
名
称
と
地
元
の
呼
び
方
が

違
う
が
、
ど
う
し
て
か
」
「地
図
が
間

違

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
」
な
ど
の
指

摘
が
出
さ
れ
、
星
埜
氏
は
、
間
違
い
の

な
い
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
が
、
廃
道

が
そ
の
ま
ま
と
い
う
例
も
あ
る
と
し
、

現
場
か
ら
の
情
報
提
供
に
協
力
を
お
願

い
し
た
い
と
応
じ
て
い
た
。

最
後
に
日
本
山
岳
会
の
平
山
善
吉
会

長
が
、
「ぜ
ひ
、
事
故
な
し
で
計
画
を

実
行
し
て
欲
し
い
。
楽
し
い
報
告
書
が

で
き
る
の
を
期
待
し
て
い
る
」
と
挨
拶
、

ま
た
、
福
山
科
学
委
員
会
委
員
長
も
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
１
０
０
周
年
記
念
事

業
の
役
に
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
述

べ
、
終
了
し
た
。

◎
分
水
嶺
担
当
者
会
議
の
報
告

中
央
分
水
嶺
踏
査
委
員
会

宮
津
　
公

一

２
月
２２
日
（日
）午
前
９
時
よ
り
、
本

部
１
０
４
室
に
て
支
部
担
当
者
会
議
が
、

前
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『中
央
分
水
嶺

に
つ
い
て
』
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
。

各
支
部
責
任
者
２６
名
、
本
部
の
中
央
分

水
嶺
踏
査
委
員
側
は
、
小
倉
顧
問
、
石

田
理
事
は
じ
め
１０
名
と
大
勢
の
出
席
を

得
た
。
１
０
４
室
は
机
の
二
重
配
置
と

な
り
、
文
字
ど
お
り
立
錐
の
余
地
な
く
、

熱
気
あ
ふ
れ
る
審
議
が
行
わ
れ
た
。
各

支
部
と
も
、
独
自
の
考
え
方
、
諸
事
情

も
あ

っ
て
、
当
初
は
消
極
的
な
意
見
も

あ

っ
た
や
に
聞
い
て
い
た
が
、
こ
の
日

は
、
い
ず
れ
の
支
部
も
担
当
区
分
に
つ

い
て

「任
し
て
お
け
」
と
の
ご
回
答
。

ど
の
区
間
と
も
、
平
均
す
る
と
過
半
数

は
登
山
道
な
ど
な
く
、
残
雪
期
の
み
、

ま
た
は
や
ぶ
こ
ぎ
専
門
等
々
の
歩
行
困

難
区
を
抱
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

支
部
単
独
、
支
部
主
体
で
踏
査
す
る
と

の
心
強
い
、
積
極
的
意
思
表
示
が
な
さ

れ
た
。
そ
の
上
で
、
隣
接
支
部
と
の
調

整
な
ど
の
具
体
案
が
次
々
に
提
示
さ
れ
、

す
で
に
一
部
踏
査
を
開
始
し
て
い
る
支

部
も
あ

っ
て
、
机
上
か
ら
地
上
へ
と
確

実
に
進
捗
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ

ら
れ
た
。

そ
の
他
、
報
告
書
の
書
式
な
ど
に
つ

い
て
も
審
議
が
続
け
ら
れ
、
正
午
前
に

終
了
。
昼
食
後
、
午
後
か
ら
は
宮
崎
紘

一
委
員
が
講
師
と
な

っ
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ

（す

で
に
各
支
部
へ
１
台
ず
つ
配
布
さ
れ
た

「①
吋
①
ｘ
ｌ
一①
∞
①
コ
Ｑ
」
日
本
語
版
）
の
使
い

方
、
納
入
会
社
の
安
保
氏
に
よ
る
挿
入

地
図
ソ
フ
ト
の
紹
介
な
ど
、
実
機
を
使

っ
て
の
講
習
会
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に

は
四
番
町
周
辺
の
街
角
で

「あ
れ
―

３
ｖ川
し
か
離
れ
て
な
い
の
に
○
○
秒
異

な
る
ぞ
」
な
ど
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
画
面
を
見
せ

合
い
な
が
ら
の
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。

３
月
２２
日
（月
）
１８
時
半
か
ら
本
部
１

０
４
号
室
で
、
首
都
圏
の
分
水
嶺
担
当

者
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
計
画

の
中
で
、
福
島

・
栃
本
県
境
の
甲
子
峠

か
ら
尾
瀬
の
鳩
待
峠
ま
で
と
、
新
潟

・

群
馬

。
長
野
県
境
の
三
国
峠
か
ら
群

馬

・
山
梨

・
長
野
県
境
の
三
国
峠
ま
で

の
２
区
間
に
つ
い
て
は
、
首
都
圏
の
担

当
と
し
て
同
好
会

（同
期
会
を
含
む
）

に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、

１５
の
会
か
ら

参
加
申
し
込
み
が
あ

っ
た
。
当
日
は
、

こ
れ
ら
同
好
会
の
担
当
者
が

一
同
に
会

し
て
、
前
述
の
地
方
支
部
の
会
議
と
同

じ
内
容
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
た
。
最

初
に
、
あ
ら
か
じ
め
実
施
し
た
希
望
調

査
を
も
と
に
調
整
し
た
各
同
好
会
の
担

当
区
間
を
確
認
し
た
。

な
お
、
空
白
と
な

っ
た
１
区
間
に
つ

い
て
は
、
こ
の
計
画
の
提
案
元
で
あ
る

科
学
委
員
会
が
担
当
す
る
こ
と
に
な

っ

た
。
首
都
圏
の
担
当
す
る
区
間
も
登
山

道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多

く
、
各
同
好
会
と
も
積
雪
期
、
新
緑
ま

た
は
紅
葉
の
時
期
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

区
間
で
最
適
と
思
わ
れ
る
時
期
を
選
ん

で
山
行
を
計
画
し
て
い
る
旨
の
報
告
が

あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
会
議
を
通
し
て
、
い
よ
い

よ
４
月
か
ら
各
支
部
と
も
本
格
的
に
創

立
１
０
０
周
年
記
念
の
国
内
登
山
に
取

り
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

な
お
、
右
記
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ

（４
万
８
７

０
０
円
）
と
挿
入
地
図
ソ
フ
ト

（１
万

４
０
０
０
円
）
を
購
入
希
望
の
方
は
事

務
局
ま
で
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
手
紙
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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ポカラ国際山岳博物館開館式に出席して

会報 『山』705号 16ページの速報の通 り、2月 5日

タパ首相を主賓に迎え、盛会裡にポカラ山岳博物館

(IMM)開 館式 (Grand Opening)が 開催された。開

館前 日の 4日 には予定通 り、ラマの高僧Tenboche

Rimbocheに よるIMM建物のプジャ (祈祷)も 済み、式

典のリハーサルも行われ、屋外展示物のマナスル 0モデ

ルも、みごとにでき上 り、準備万端整ったためか、

IMMのスタッフにも、余裕が見受けられた。

日本からの参加者は100人 を超え、本会会員も、会長

代理として出席の芳賀副会長や黒川理事はじめ、北海道

から九州まで全国各地から、約40名 が出席、この博物

館と日本の登山界とのかかわりの深さがあらわれていた。

壇上のタパ首相 (中央)と グス トたち

第1部 開館式の式典

開館式当日のポカラは好天に恵まれ、近隣住民が華や

いだ気分で、セレモニーの開始を待つ。式典は、定刻

11時 に遅れながらも、カトマンズからヘリで駆けつけ

たタパ首相の到着を待ちプログラム通り進行していった。

ネパールの国家斉唱についで、アーティスト・グルー

プに よる新 曲「Wecome to lnternational Mountain

Museum」 と、セント・メアリー・スクールの制服姿

の生徒たちによる歓迎の歌と踊りが披露された。

式典は、主催者を代表して、IMMの運営委員長のD.

グルン氏の開会の挨拶で始まり、次いで事務局長のブ

ミ・ラマ氏により、元NMI会長の故ダワ・ノルブ氏の遺

志をついで、1995年 12月 に具体的な建設計画がはじま

ってから9年の歳月を費やし、今日の日を迎えるまでの

経過報告が行われた。総工費は79,603,927ル ピー (邦

貨換算約2億 8千万円)。 このうち、外国からの資金援

助は総工費の24%に 当たる19,096,070ル ピー で、こ

のうち82%が 日本、他のアジア各国 (韓 国、中国、イ

ンド、台湾)で 13%、 イタリア5%で あり、日本の協

力がいかに大きかったかがわかる。

来賓の挨拶としては、まず日本の登山界を代表して山

岳博物館協議会代表の坂口二郎氏が祝辞を述べた後、今

回も2,465,124円 (約23,000ドル)の支援金がNMA

松田 雄―

宛に贈呈された。ついで地元を代表して、カマル・マ

ン・グルン氏、支援国を代表して 神長善治駐ネパール

日本大使、ネパール政府からは、主管のシュクラ観光相

らが、それぞれ挨拶にたち、最後にタパ首相から感謝状

の贈呈と挨拶があり、NMAアンツェリン会長の謝辞を

もって第 1部の式典は無事終了した。

テープ・カットの後、館内の視察が行われた。メイ

ン・ゲートの階段を登って館内にはいると、そこは2階

のバルコニーで、正面には、大森弘一郎氏撮影によるエ

ヴェレストのイエロー・バンドの大型航空写真が飾られ

ており、その迫力に圧倒される。2階通路に面して左側

には、ラマ僧院をイメージして作られた仏間がある。こ

の隣に会議室。ライブラリー、さらに貴重なヒマラヤの

初登頂の映像記録を備えたオーディオ・ルームがある。

1階には広いスペースの展示室がある。そのコンセプ

トは登山だけでなく、ヒマラヤの歴史、そこに住む人々

の文化や、動植物の多様性など広範囲に及ぶ。なかでも、

河口慧海、Dr.ハーゲン、メスナー、田部井淳子らの個

人別のコーナーが注目されており、ほかにICIMOD、

IUCNな どの国際機関やWWFな どのパネルが展示され、

ヒマラヤにおける環境保全の大切さを呼びかけている。

ゲストたちはヘワ・プリンス・ホテルの庭園での昼食

会で休憩の後、午後は再びIMMへ戻って、屋外ステー

ジでの周辺の山岳民族の歌と踊りの祭典を楽しんだ。

第2部 夜の祝宴 (ガラ・ディナー)

開館式第2部の夜の祝宴は、NMA主催により、会場

をポカラ随一の大型ホテル、フルバリ 0リ ゾートに移し

て行われた。席上、JICA派遣の安藤久男氏ら、功労者

の表彰があり、各国から出席された団体の代表者には、

それぞれ感謝状が贈られた。日本山岳会からは、芳賀副

会長が祝意を述べた後、 IMM開館の記念として、NM
Aに対して 「マナスルの額装した写真」を贈呈したいと

の挨拶があり、あわせて撮影者の大森弘一郎氏と協力し

たセイコー・エプソン社の代表池田睦雄氏の紹介があっ

た。参加した多くのシェルパたちも、日本をはじめ各国

から参加した人たちとも、あちこちで交流が行われ、ポ

カラの最後の夜にふさわしい、楽しい集まりであった。

当初からの協力の度合いが濃かったためか、展示内容

も式典参加者も多く、日本側から見れば満足すべきもの

であったかもしれない。しかし「国際山岳博物館」とし

ての成果は、今後の運営にかかっている。開館後は入館

料も外国人観光客は300ル ピーに決まり、NMAと して

の本格的営業がはじまる。会員各位におかれても、ぜひ

IMMを 訪問し、支援されますよう切望してやみません。

[追記l「ポカラ山博支援募金」報告終了後、西郡光昭会員

より1万円の入金がありましたので、御礼方 報々告します。
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ア
メ
リ
カ
山
岳
会
（Ａ

「ヒ
マ
ラ
ヤ

Ａ
Ｃ
）年
次
総
会
で
の
講
演

チ
ベ
ッ
ト
の
ア
ル
プ
ス
」

パ
イ
ン

・
ニ
ュ
ー
ズ
で
特
集
を
だ
し
た
こ
と

が
関
係
者
の
目
に
止
ま

っ
た
た
め
と
思
い
ま

す
。

■
講
演
と
そ
の
反
響

２
月
２６
日
、
私
を
招
聘
す
る
た
め
に
根
回

し
を
し
て
く
れ
た
Ａ
Ａ
Ｃ
の
理
事
フ
ァ
ー
マ

ン
さ
ん
が
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
空
港
で
出
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。
総
会
の
会
場

・
宿
泊
場
所
は

リ
ビ
エ
ラ

・
ホ
テ
ル
で
す
。
夜
は
マ
ー
ク

・

リ
ッ
チ
ー
会
長
、
ジ
ム

・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
副
会

長
、
シ
マ
ン
ス
キ
ー
部
長
ほ
か
幹
部
の
方
々

が
夕
食
に
呼
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
さ
り

げ
な
い
ア
レ
ン
ジ
も
フ
ァ
ー
マ
ン
さ
ん
の
気

配
り
で
す
。
彼
は
新
進
気
鋭
の
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
で
す
。
コ
ロ
ラ
ド

・
ス
プ
リ
ン
グ

を
拠
点
に
全
米
を
飛
び
ま
わ

っ
て
い
ま
す
。

現
在
４４
歳
、
仕
事
と
山
を
両
立
し
ア
メ
リ
カ

ン

・
ド
リ
ー
ム
を
実
現
し
つ
つ
あ
る
有
能
な

人
物
で
す
。
総
会
は
２
月
２７
、

２８
日
の
２
日

間
で
す
。

総
会
に
は
２
０
０
人
強
の
Ａ
Ａ
Ｃ
役
員

・

メ
ン
バ
ー
が
ア
メ
リ
カ
各
地
と
英
国
か
ら
参

加
し
、
た
い
へ
ん
盛
況
で
し
た
。
外
交
辞
令

で
も
私
の
講
演
は

「
ハ
イ
ラ
イ
ト
だ

っ
た
」

と
言
わ
れ
る
と
年
甲
斐
も
な
く
嬉
し
く
な
り

ま
し
た
。
講
演
は

「心
眼
で
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト

を
登
る
」
を
皮
切
り
に
パ
キ
ス
タ
ン
の
山
、

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
、
南
極
、
パ
タ
ゴ
ニ
ア
と

「ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
」
で
す
。
私
の
講
演
に
は

一
番
い
い
時
間
帯
を
割
り
当
て
て
く
れ
ま
し

た
。
晩
餐
会
の
ホ
ー
ル
に
隣
接
す
る
広
い
場

所

で
展
示
会
、
登
山
グ

ッ
ズ

の
販
売
、
新

刊

・
古
書
の
販
売
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
晩

餐
会
で
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
い
く
つ
か
の
授

賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
の
ス
ピ
ー
チ
に
先
立
ち
フ
ァ
ー
マ
ン
さ

ん
が
私
を
紹
介
す
る
際
に
秩
父
宮
記
念
山
岳

賞
に
も
触
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
地
図
５
枚
と

未
踏
峰
に
重
点
を
お
い
た
８０
枚
の
ス
ラ
イ
ド

で

「ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は

″
世
界
の
グ
レ
ー
タ
ー

・
レ

イ
ン
ジ
（の
「
①
盟
①
「
刀
”
”
∞
①
）
に
残
さ
れ
た

探
検
的
登
山
の
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ー
″

で
す
。
話
の
中
に
で
き
る
だ
け
ア
メ
リ
カ
人
、

英
国
人
の
動
向
を
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
織
り
込

み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
残
念
な
こ
と
に
日
本

の
登
山
家
た
ち
は
未
知
の
領
域

へ
の
関
心
が

薄
れ
て
き
て
い
る
こ
と
も
話
し
ま
し
た
。

晩
餐
会
の
前
の
カ
ク
テ
ル

・
パ
ー
テ
イ
ー

で
は
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
質
問
を
受
け
ま

し
た
。
晩
餐
会
の
私
の
席
は
副
会
長
ジ
ム

ｏ

フ
ラ
ッ
シ
ュ

（前
会
長
）
が
パ
ト
ロ
ン
の
テ

ー
ブ
ル
で
し
た
。
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
Ｊ
Ａ
Ｃ

と
親
密
な
元
カ
ナ
ダ
山
岳
会
会
長
マ
イ
ク

・

モ
テ
ィ
マ
ー
、
Ａ
Ａ
Ｊ
編
集
長
ジ

ョ
ン

・
ハ

ー
リ
ン
、
盲
導
犬
を
連
れ
た
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト

登
頂
者
ウ

ェ
イ

ヘ
ン
マ
イ
ヤ
ー
、
こ
の
日
Ａ

Ａ
Ｃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
賞
を
授
与
さ
れ
た
著
名

な
冒
険
家

マ
ー
ク

・
ジ

ェ
ン
キ
ン
ス
の
諸
氏

と
フ
ァ
ー
マ
ン
さ
ん
が
座
り
ま
し
た
。
晩
餐

会
の
会
長
挨
拶
の
と
き
リ
ッ
チ
ー
さ
ん
は
ス

ピ
ー
チ
の
途
上
あ
ら
た
め
て
私
の
講
演
の
意

義
を
話
し
、
私
を
立
た
せ
て
皆
様
に
紹
介
し

て
く
れ
ま
し
た
。
Ａ
Ａ
Ｃ
の
配
慮
は
細
か
く

行
き
と
ど
い
て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
ン

・

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

晩
餐
会
で
も
ベ
イ
ツ
さ
ん
と
ク
リ
ン
チ
さ

喘
ノ
旨
Ｎ

′
Ｕ

〓
ン

■
プ
ロ
ロ
ー
グ

極
束
の
日
本
か
ら
無
名
の
登
山
家
を
講
演

の
た
め
に
招
待
す
る
―

登
山
の
世
界
で
も

ア
メ
リ
カ
人
の
価
値
観
は
違
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
フ
ロ
ン
テ
イ
ア

・
ス
ピ
リ
ッ
ト

の
伝
統
の
残
る
国
柄
で
し
ょ
う
か
、
既
存
の

名
声
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い
発
見
や
パ
イ

オ
ニ
ア

・
ワ
ー
ク
を
素
直
に
評
価
し
賞
賛
し

て
く
れ
る
風
土
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
日
本
で
は
ワ
ル
テ
ル

・
ボ
ナ
ッ
テ
イ
ー
、

ク
ル
ト

・
デ
イ
ー
ベ
ル
ガ
ー
、
ダ
グ

・
ス
コ

ッ
ト
と
い
っ
た
顔
ぶ
れ
の
ス
ー
パ
ー

・
ス
タ

ー
、
あ
る
い
は
各
国
山
岳
会
の
代
表
以
外
の

登
山
家
を
積
極
的
に
招
聘
す
る
こ
と
は
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

す
べ
て
は
１
９
９
６
年
に
出
版
し
た

『ヒ

マ
ラ
ヤ
の
東
』

（山
と
漢
谷
社
）
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
さ
ら
に
淵
源
を
辿
る
と
１
９
６
１

年
の

一
橋
大
学
ペ
ル
ー

・
ボ
リ
ビ
ア

・
ア
ン

デ
ス
遠
征
隊
に
ま
で
遡
り
ま
す
。
外
国
の
山

に
行
き
た
い
一
心
で
大
先
輩
の
故

・
吉
沢

一

郎
さ
ん
を
担
ぎ
だ
し
ま
し
た
。
情
報
収
集
の

た
め
吉
沢
さ
ん
が
、
当
時
気
鋭
の
登
山
家

ニ

コ
ラ
ス

・
ク
リ
ン
チ
さ
ん
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
、

晩
年
ま
で
親
交
が
続
き
ま
し
た
。
私
と
の
接

点
は
１
９
９
３
年
の
ク
リ
ン
チ
さ
ん
の
梅
里

雪
山
巡
礼
路
１
周
以
来
で
す
。

２
月
２５
日
、
ク
リ
ン
チ
さ
ん
が
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
空
港
で
私
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
し

中

村

　

保

た
。
世
界
で
も
有
数
の
山
岳
関
係
図
書
の
蔵

書
家
と
し
て
名
高
い
ク
リ
ン
チ
さ
ん
の
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
を
案
内
し
て
も
ら
い
感
嘆
し
ま
し

た
。
折
り
し
も
ア
メ
リ
カ
山
岳
会

（Ａ
Ａ

Ｃ
）
終
身
名
誉
会
長
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
イ
ツ
（９３

歳
）
さ
ん
夫
妻
が
ボ
ス
ト
ン
か
ら
き
て
お
り
、

夕
食
を
と
も
に
す
る
機
会
を
え
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
の
登
山
界
で
最
も
尊
敬
さ
れ
て
い
る

お
ふ
た
り
、
Ｋ
２
の
草
分
け
で
あ
る
第

一
世

代
の
ベ
イ
ツ
さ
ん
と
第
二
世
代
の
ク
リ
ン
チ

さ
ん
に
会
え
た
こ
と
は
幸
運
な
旅
の
始
ま
り

で
し
た
。
ク
リ
ン
チ
さ
ん
の
登
山
歴
は
輝
か

し
い
も
の
で
す
。
カ
ラ
コ
ル
ム
の
ヒ
ド
ン

・

ピ
ー
ク
、
マ
ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム
、
南
極
の
最

高
峰
ビ
ン
ソ
ン

・
マ
ッ
シ
フ
、
中
国
昆
合
山

脈
の
最
高
峰
の
初
登
頂
を
は
じ
め
常
に
パ
イ

オ
ニ
ア
的
な
登
山
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

英
国
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
の
名
誉
会
員
で
も

あ
り
、
昨
年
は
女
王
陛
下
ご
臨
席
の
エ
ヴ

ェ

レ
ス
ト
登
頂
５０
周
年
式
典
に
奥
様
の
ベ
ス
テ

イ
ー
さ
ん
と

一
緒
に
出
席
し
て
い
ま
す
。

今
回
私
が
年
次
総
会
で
の
講
演
を
依
頼
さ

れ
た
の
は
、
Ａ
Ａ
Ｃ
の
ア
メ
リ
カ
ン

・
ア
ル

パ
イ
ン

・
ジ
ヤ
ー
ナ
ル

（Ａ
Ａ
Ｊ
）
２
０
０

３
年
号
で

『ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
』
が
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ

（朝
日
新
聞
で
紹
介
）
、
こ
こ

数
年
に
わ
た
り
英
国
の
ア
ル
パ
イ
ン

・
ジ
ヤ

ー
ナ
ル
と
イ
ン
ド
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン

・
ジ
ヤ
ー

ナ
ル
に
定
期
的
に
寄
稿
し
、
加
え
て
Ｊ
Ａ
Ｃ

の
海
外
向
け
英
文
誌
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

・
ア
ル

(5)
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ん
の
存
在
感
は
際
立

っ
て
い
ま
し
た
。
Ａ
Ａ

Ｃ
の
誰
も
が
尊
敬
し
止
ま
な
い
お
ふ
た
り
の

よ
う
で
す
。
た
い
へ
ん
よ
い
雰
囲
気
で
し
た
。

■
人
と
の
出
会
い

「世
間
は
狭
い
」

多
く
の
人
た
ち
と
出
会
い
、
た
く
さ
ん
の

感
動
を
も
ら
い
ま
し
た
。
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
に
支
え
ら
れ
た
盲
目
の
登
山
家
の
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
に
は
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
グ
リ

ー
ン
ラ
ン
ド
の
講
演
で
は
前
段
で
紹
介
し
た
、

両
足
の
な
い
ク
ラ
イ
マ
ー
に
ヨ
セ
ミ
テ
の
大

岩
壁
を
登
攀
さ
せ
る
た
め
の
グ
ル
ー
プ
の
サ

ポ
ー
ト
も
印
象
的
で
し
た
。
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の

岩
峰
登
攀
は
美
し
い
映
像
で
し
た
。

「世
間
は
狭
い
」
と
言
え
ば
リ
ッ
チ
Ｉ
Ａ
Ａ

Ｃ
会
長
と
の
こ
と
で
す
。
今
年
の
１
月
末
に

Ｊ
Ａ
Ｃ
が
招
聘
し
た
イ
ン
ド
海
軍
中
佐
の
登

山
家
サ
テ
イ
ア
ブ
ラ
タ

・
ダ
ム
さ
ん
の
友
人

で
、
東
カ
ラ
コ
ラ
ム
合
同
登
山
隊
に
と
も
に

参
加
し
た
問
柄
で
す
。
ま
た
、
奥
さ
ん
は
ペ

ル
ー
人
で
、
ベ
ル
ー
登
山
界
の
第

一
人
者
セ

サ
ー
ル

・
モ
ラ
ー
ン
ス
さ
ん
の
姪
で
す
。
１

９
６
１
年
に

一
橋
大
が
ベ
ル
ー
の
コ
ル
デ
イ

エ
ラ

・
ブ
ラ
ン
カ
に
日
本
隊
と
し
て
初
め
て

入

っ
た
と
き
お
世
話
に
な

っ
た
の
が
モ
ラ
ー

ン
ス
さ
ん
で
、
も
う
８０
歳
を
こ
え
た
が
健
在

で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
話
が
弾
み
ま
し
た
。

今
ま
で
Ｅ
メ
ー
ル
で
交
信
の
あ

っ
た
東
チ

ベ
ッ
ト
、
雲
南
、
四
川
に
関
わ
る
３
人
と
も

顔
を
合
わ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
冒
険
家
の
マ
ー
ク

・
ジ

エ
ン
キ
ン
ス
と
元

Ａ
Ａ
Ｃ
会
長
の
デ
ッ
ド

・
ベ
イ
ル
と
は
私
が

使

っ
て
い
る
四
川
省

・
成
都
の
ガ
イ
ド
と
共

通
の
接
点
が
あ
り
ま
す
。
も
う
１
人
は
四
姑

娘
山
主
峰
南
壁
に
ソ
ロ
で
新
ル
ー
ト
開
拓
な

ど
横
断
山
脈
で
実
績
を
残
し
て
い
る
チ
ャ
ー

リ
ー

・
フ
ァ
ウ
ラ
ー
で
す
。
彼
も
晩
餐
会
で

賞
を
も
ら
い
ま
し
た
。
テ
ッ
ド

・
ベ
イ
ル
と

は

「シ
ヤ
ン
グ
リ
ラ
」
の
場
所
を
巡

っ
て
議

論
し
ま
し
た
が
平
行
線
で
し
た
。

世
界
山
岳
連
盟
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
の
現
会
長
の
イ

ア
ン

・
マ
ク
ノ
ー
ト

・
デ
ー
ビ
ス
夫
妻
に
も

昨
年
２
月
の
イ
ン
ド

・
ボ
ン
ベ
イ
で
の
ヒ
マ

ラ
ヤ
ン

・
ク
ラ
ブ
創
立
７５
周
年
記
念
行
事
以

来
の
再
会
で
し
た
。
彼
に
は
ボ
ン
ベ
イ
の
ヒ

マ
ラ
ヤ
ン

・
ジ

ヤ
ー
ナ
ル
編
集
長

ハ
リ
シ

ュ
・
カ
パ
デ
イ
ア
さ
ん
の
家
で
日
本
の
ア
ス

リ
ー
ト
の
免
疫
不
全
に
つ
い
て
宿
題
を
も
ら

っ
た
が
、
ま

っ
と
う
な
返
事
を
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
借
り
が
あ
り
ま
し
た
。
イ
ア
ン
は

１
９
５
６
年
に
初
登
頂
し
た

「ム
ス
タ
ー

ク

・
タ
ワ
ー
」
の
講
演
を
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
若
き
日
に
パ
リ
の
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
を

登

っ
た
フ
イ
ル
ム
を
上
映
し
た
の
に
は
驚
き

ま
し
た
。
彼
は
何
度
か
来
日
し
、
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ

会
長
と
し
て
毎
年
の
総
会
で
日
本
山
岳
協
会

の
代
表
と
会

っ
て
い
て
、
日
本
の
登
山
界
に

詳
し
い
は
ず
で
す
が
、
昨
年
ボ
ン
ベ
イ
で
こ

ん
な
質
問
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「と
こ
ろ
で
ト
ム
、
日
本
山
岳
会
と
日
本
山

岳
協
会
は
ど
こ
が
違
う
の
か
」
私
は

一
瞬
唖

然
と
し
ま
し
た
が
、
翻

っ
て
考
え
て
み
れ
ば

知
日
派
で
あ
る
彼
で
も
そ
の
程
度
の
関
心
な

の
か
、
日
本
は
世
界
の
登
山
界
か
ら
孤
立
し

て
い
る
と
思

っ
た
こ
と
で
し
た
。
他
で
も
同

じ
質
問
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
英

国
の
ア
ル
パ
イ
ン

・
ク
ラ
ブ
と
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
マ
ウ
ン
テ
ニ
ア
リ
ン
グ

・
ア
ソ
シ
エ

ー
シ
ョ
ン

（Ｂ
Ｍ
Ｃ
）
の
関
係
と
類
似
し
て

い
る
と
答
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
ふ
た
つ
の
団
体
の
間
で
、
英
国
の
場
合

は
人
事
交
流
が
緊
密
だ
が
、
日
本
の
場
合
は

ほ
と
ん
ど
な
い
と
付
け
加
え
ま
す
。

今
回
の
総
会
を
通
じ
て
、
日
本
か
ら
の
情

報
発
信
者
と
し
て
の
名
前
を
聞
い
た
の
は
、

「大
阪
山
の
会
」
の
大
西
保
さ
ん
だ
け
で
し

た
。
大
西
さ
ん
は
西
ネ

パ
ー
ル

・
ム
ス
タ

ン

・
ヒ
マ
ー
ル
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
の
貴

重
な
情
報
を
提
供
し
続
け
て
い
ま
す
。
副
会

長
の
ジ
ム

・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
と
そ
の
仲
間
た
ち

が
感
謝
し
て
お
り
ま
し
た
。
大
西
さ
ん
に
は

ジ

ャ
パ
ニ
ー
ズ

・
ア
ル
パ
イ

ン

・
ニ
ュ
ー

ズ

・
ム
ス
タ
ン

・
ヒ
マ
ー
ル
特
集
号
を
出
し

て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
と
き
、
英
国
の

山
岳
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
第

一
人
者
で
あ
る

リ
ン
ゼ
イ

・
グ
リ
フ
ィ
ン
か
ら
Ｅ
メ
ー
ル
が

入
り
、
私
の
Ａ
Ａ
Ｃ
総
会
で
の
講
演
の
こ
と

を
Ａ
Ａ
Ｊ
編
集
長
ジ

ョ
ン

・
ハ
ー
リ
ン
か
ら

報
告
を
受
け
た
と
伝
え
て
き
ま
し
た
。
終
わ

っ
た
翌
日
、
冒
頭
の
英
文
Ｅ
メ
ー
ル
の
発
信

者
リ
ン
ダ

・
マ
ク
ミ
ラ
ン
夫
妻
に
午
前
中
レ

ッ
ド

・
ロ
ッ
ク
ヘ
連
れ
て
行

っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
彼
女
は
ヨ
セ
ミ
テ
国
立
公
園
環
境
保

護
委
員
会
の
委
員
長
も
勤
め
る
、
神
崎
忠
男

さ
ん
の
友
人
で
す
。
午
後
は
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
の
マ

ウ
ン
テ
ニ
ア
リ
ン
グ

・
コ
ミ
ッ
テ
イ
ー
の
イ

レ
イ
ザ

ｏ
モ
ラ
ン
さ
ん
に
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
案

内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
彼
女
は
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド

・
エ
ア
ラ
イ
ン
で
働
い
て
い
ま
す
。

■
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
の
現
状

ア
メ
リ
カ
山
岳
会
に
よ
る
今
回
の
招
待
は

ラ
ス
ベ
ガ
ス
ま
で
で
す
が
、
３
月
１
日
に
Ｊ

Ａ
Ｃ
の
役
員
の
立
場
で
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ

ー
郊
外
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
に
あ
る
Ａ
Ａ
Ｃ
の
本

部
を
訪
問
し
ま
し
た
。
１
０
２
年
の
歴
史
を

も
つ
Ａ
Ａ
Ｃ
の
本
部
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら

コ
ロ
ラ
ド
に
移

っ
た
の
は
Ｈ
年
前
の
１
９
９

３
年
で
す
。
３
階
建
て
の
建
物
の
立
派
さ
、

オ
フ
イ
ス
の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
さ
、
Ａ
Ａ
Ｃ
が
誇

り
と
す
る
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
充
実
ぶ
り
、
そ

し
て
１２
～
１３
ｖ月
の
高
さ
の
屋
内
人
工
壁
に
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
建
物
の
名
前
は
コ
ロ

ラ
ド

・
マ
ウ
ン
テ
ニ
ア
リ
ン
グ

・
セ
ン
タ
ー
、

オ
ー
ナ
ー
は
Ａ
Ａ
Ｃ
で

一
部
を
コ
ロ
ラ
ド
山

岳
会
と
青
少
年
野
外
セ
ン
タ
ー
に
リ
ー
ス
し

て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
山
岳
図
書
館
は
オ

フ
イ
ス
と
は
別
に
な

っ
て
い
ま
す
。
歴
史

・

伝
統

・
文
化
が
融
合
し
た
雰
囲
気
を
醸
し
出

し
て
い
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
は
ゆ
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
広
い
受
付
、
Ｉ
Ｔ
機
器
が
完
備
し

た
専
属
ス
タ
ッ
フ
の
個
室
、
会
議
室
な
ど
な

ど
、
手
狭
な
Ｊ
Ａ
Ｃ
ル
ー
ム
と
比
べ
る
と
羨

マーク・リッチーAAC会長夫妻と
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望
の
か
ざ
り
で
す
。

本
格
的
な
図
書
館
の
機
能

・
ス
ペ
ー
ス
を

も
つ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
は
強
い
印
象
を
受
け

ま
し
た
。
３
人
の
専
属
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
が

働
い
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ー
ナ
ル
類
は
国
別
に

整
理
さ
れ
て
お
り
、
日
本

の

『山
岳
』
『山

と
漢
谷
』
『岩
と
雪
』
な
ど
完
全
な
か
た
ち

で
棚
に
並
ん
で
い
ま
す
。
古
今
東
西
の
書
籍

が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
何
年
か
か
け
て
各
国
の
本
を
英
訳

す
る
予
定
も
あ
り
ま
す
。
ク
リ
ン
チ
さ
ん
を

通
じ
て
寄
贈
し
た
故

・
吉
沢

一
郎
さ
ん
の
和

書
１
８
０
０
冊
も
い
ず
れ
所
を
得
る
と
思
い

ま
す
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
８
千
り川
峰
１４
座
に
関
す
る

全
て
の
文
献
を
集
め
た
ジ

ョ
ン

・
ボ
イ
ル
さ

ん
の
コ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
１
９
９
７
年
に
Ａ
Ａ

Ｃ
に
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
ひ
と
つ
の
部

屋
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

入
日
の
ド
ア

に
協
力
者
の

銘
版
が
張
ら

れ
、
そ
の
な

か
に
ア
ダ
ム

ス

・
カ
ー
タ

ー
や
エ
リ
ザ

ベ
ス

・
ホ
ー

リ
ー
と
と
も

に
薬
師
義
美

さ
ん
の
名
前

も
あ
り
ま
す
。

現
在
の
Ａ

Ａ
Ｃ
会
員
数

は
２
０
０
３

年
末
で
７
３
０
０
人
、

０３
年
に
８
％
増
加
、

０４
年
も
８
％
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
本
部

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
コ
ロ
ラ
ド
に
移

っ
た

あ
と
の
推
移
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

ア
メ
リ
カ
の
登
山
家
は
東
部
よ
り
も
中
央

部
、
西
部
の
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
、
コ
ロ
ラ
ド
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
オ
ン
ゴ

ン
の
各
州
に
多
く
住
ん
で
い
ま
す
。
Ａ
Ａ
Ｃ

は
本
部
を
コ
ロ
ラ
ド
に
移
し
た
あ
と
英
国
の

ア
ル
パ
イ
ン

・
ク
ラ
ブ
的
な
組
織

・
運
営
か

ら
転
換
し
大
衆
化
路
線
を
と
り
ま
し
た
。
入

会
の
推
薦
制
を
止
め
、
誰
で
も
入
れ
る
よ
う

オ
ー
プ
ン
に
し
ま
し
た
。
前
記
の
表
の
数
字

が
物
語

っ
て
い
ま
す
。
年
会
費
は
１
人
７５
ド

ル
、
財
政
的
に
は
バ
ラ
ン
ス
を
保

っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
総
収
入
に
占
め
る
会
費
の

割
合
は
６０
％
ぐ
ら

い
で
、
そ
の
他
は
投
資

（４
億
円
）
の
リ
タ
ー
ン
、
登
山
用
具
店
そ
の

他
か
ら
の
寄
付
、
出
版
物
の
販
売
、
Ａ
Ａ
Ｃ

グ
ッ
ズ
の
販
売
、
広
告
な
ど
で
す
。

現
会
長
の
リ
ッ
チ
ー
さ
ん
は
４３
歳
、
昨
年

ま
で
会
長
を
務
め
今
は
副
会
長
の
シ
ム

ｏ
フ

ラ
ッ
シ
ュ
さ
ん
は
４８
歳
で
す
。
フ
ァ
ー
マ
ン

さ
ん
は
４４
歳
で
す
。
会
長
の
年
齢
に
つ
い
て

は
議
論
が
あ

っ
た
よ
う
で
す
が
、

４０
歳
代
が

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
仕
切

っ
て
い
る
の
は
ア

メ
リ
カ
ら
し
い
と
言
え
ま
す
。
会
長
の
選
出

は
、
第
１
段
階
で
指
名
委
員
会

（Ｚ
ｏ
ヨ
ゴ
”

計ヨ
∞
ｏ
ｏ
ヨ
ヨ
〓
①
①
）
が
指
名
し
、
第
２
段

階
で
理
事
会

（”
ｏ
”
「Ｑ
ｏ
「
∪
∵
①
の
一〇
「∽
）
が

承
認
す
る
や
り
方
で
、
紛
糾
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
よ
う
で
す
。
会
員
の
平
均
年
齢
は
４０
歳

で
す
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
６１
歳
と
比
べ
る
と
若
い
で

す
。
た
だ
若
手
の
会
員
は
ベ
ネ
フ
イ
ッ
ト
を

求
め
た
が
る
性
向
が
強
い
よ
う
で
す
。

大
衆
化
路
線
を
と

っ
た
こ
と
に
よ
る
問
題

は
で
き
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
戦
略
計
画
を

担
当
し
て
い
る
フ
ァ
ー
マ
ン
さ
ん
は
、
Ａ
Ａ

Ｃ
の
伝
統

・
カ
ル
チ
ャ
ー
を
老

・
中

・
青
の

世
代
間
で
い
か
に
継
承
し
て
く
か
が
大
事
な

課
題
で
、
そ
の
た
め
に
具
体
的
に
な
に
を
す

る
べ
き
か
を
問
わ
れ
て
い
る
と
強
調
し
て
い

ま
し
た
。
も
う
ひ
と
つ
の
課
題
は
競
技
登
山

へ
の
対
応
で
す
。
Ａ
Ａ
Ｃ
の
伝
統
は
ア
ル
パ

イ
ン

ｏ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、
そ
の
軸
足

を
変
え
る
こ
と
は
な
い
が
、
競
技
登
山
が
オ

リ
ン
ピ
ツ
ク
種
目
に
入

っ
た
と
き
、
Ａ
Ａ
Ｃ

と
し
て
は
横
日
で
見
て
い
る
だ
け
で
い
い
の

か
と
い
う
意
見
も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

Ａ
Ａ
Ｃ
の
組
織

・
運
営

・
戦
略
計
画
に
関

す
る
５０
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
詳
し
い
リ
ポ
ー
ト

を
も
ら

っ
て
き
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
の
Ａ
Ａ

Ｃ
の
重
点
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
山
岳
博
物
館

（〓
ｏ
Ｃ
ユ
”
ヨ

〓
Ｃ
∽
①
Ｃ
ヨ
）
の
立
ち
上
げ
で

す
。
今
の
建
物
の
中
に
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し

て
あ
り
ま
す
。
予
算
３
～
４
億
円
で
す
。
資

金
調
達
の
た
め
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ジ
オ
グ
ラ
フ

イ
ッ
ク
の
支
援
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

■
エ
ピ
ロ
ー
グ
ー
夢
を
語
る

コ
ロ
ラ
ド
で
は
ブ
レ
ツ
ケ
ン
リ
ッ
ジ
の
ス

キ
ー
場
に
あ
る
フ
ァ
ー
マ
ン
さ
ん
の
キ
ャ
ビ

ン

（標
高
３
４
０
０
肝
）
に
案
内
さ
れ
泊
ま

り
ま
し
た
。
松
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

っ
た
全

館
空
調
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
山
荘
で
す
。
ひ
と

晩
ゆ
っ
く
り
話
を
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で

東
チ
ベ
ッ
ト

ヘ
の
日
米
合
同
隊
を
検
討
し
た

い
が
ど
う
か
と
の
打
診
を
う
け
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
ま
だ
彼
の
個
人
的
な
ア
イ
デ
ア
の
段

階
で
す
が
、
ま
じ
め
に
考
え
る
価
値
は
十
分

あ
る
と
話
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
は
来
年
１
０

０
周
年
を
迎
え
る
の
で
、
Ａ
Ａ
Ｃ
と
Ｊ
Ａ
Ｃ

と
の
合
同
が
望
ま
し
い
が
、
推
進
母
体
に
つ

い
て
は
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
考
え
る
こ
と
も
必

要
だ
ろ
う
と
コ
メ
ン
ト
し
て
お
き
ま
し
た
。

合
同
隊
の
遠
征
対
象
は
①
キ
ン
グ
ド
ン

・

ウ
ォ
ー
ド
の
足
跡
を
辿
る
、
②
価
値
あ
る
未

踏
峰
を
登
る
、
①
②
を
組
み
合
わ
せ
て
魅
力

の
あ
る
企
画
を
つ
く
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ジ

オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
参
画
さ
せ
る
、
そ
ん
な

シ
ナ
リ
オ
を
２
人
で
描
き
ま
し
た
。
登
攀
隊

を
出
す
以
上
成
功
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、

少
数
精
鋭
の
日
米
チ
ー
ム
編
成
が
必
須
で
あ

る
、
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
ク
ラ
イ
マ
ー
、　
　
＞

カ
ル
ロ
ス

ｏ
ビ

ュ
ー
ラ
ー
あ
た
り
は
ど
う
か
　
＜

と
聞
い
た
ら
、
興
味
は
持

つ
だ
ろ
う
と
の
こ

と
で
し
た
。
私
は
裏
方
と
し
て
、
秋
に
は
ラ

サ
で
許
可
の
可
能
性
を
打
診
し
よ
う
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
夢
は
冒
険
家
マ
ー
ク

ｏ
ジ

エ
ン
キ
ン
ス
か
ら
の
誘
い
で
す
。
彼
は
私
と

同
じ
よ
う
に
東
南
チ
ベ
ッ
ト
と
北
部
ミ
ヤ
ン

マ
ー
に
執
心
し
て
お
り
、
国
境
を
越
え
る
踏

査
行
を

一
緒
に
や
ら
な
い
か
と
熱

っ
ぽ
く
持

ち
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
地
政
学
的
に
み
て
中

国

・
ミ
ヤ
ン
マ
ー
両
国
か
ら
同
時
に
許
可
を

と
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
実
現
し
た
ら
こ

れ
ほ
ど

エ
キ
サ
イ
テ
イ
ン
グ
な
旅
は
な
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
私
は
今
年
中
に
古
希
を

迎
え
ま
す
。
ど
う
や
ら
私
に
残
さ
れ
た
時
間

は
少
な
す
ぎ
ま
す
。

1993
会員数        1,700
年間予算 (千 円 $1=110円 )

37,000

有給専属スタッフ      4
コンピュータ・ステーション 4
コンピュータ。ネットワーク 0
会長がクラブのために使う時間

週0.5日

1999
5,828

2002
6,332

03,000 137,000
8     10
8     12
1        3

週 2日  週 2日

1996
3,342

60,000
6

6

0

週 1日
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5m鶉靱晰雖魃:『

100周年記念事業「日本人の足跡を訪ねて」

海外 トレッキング企画の概要 (下)

記念登山隊実行委員会 トレッキング担当委員 黒川 悪

本企画は、日本人が辿った山岳地や辺境地を、専門旅行業者との提携によってツアー化し、

会員サービスの一環として位置づけながら広 く参加者を募集するものです。
●各企画出発日のおよそ 1年前に、募集要項を発表します。
●各企画出発日のおよそ 1か月前に、参加要項を発表します。

「日本人の足跡を訪ねて」シリーズ (企画概要)

7.アイガー東山稜登山と日本山岳会の足跡を辿る

□時期 :2005年 7月 中旬

□期間 :約 10日 間

□日本人の足跡 :1910年以降、本会の先駆者たち

が、特にスイスベルナー・アルプスに残した足跡を

辿る。ベルナー 3山、フィンスターアールホルン、

ヴエッターホルン等々。

ロポイント:アイガー東山稜のみではなく、ユング

フラウ、メンヒ、ヴェッターホルン、フィンスター

アールホルン等への分散登山と、アレッチ氷河のコ

ンコルディアを訪ねる。体力、技術、お仲間等に応

じ、自由闊達にアルプス登山を楽しみ先人を偲ぶ。

8.アルプス3つの北壁と日本山岳会の足跡を訪ね

る

□時期 :2005年 7月 中旬

□期間 :約 10日 間

□日本人の足跡 :1900年代からアルプス各地で行

われた、日本山岳会の先駆者たちのアイガー、マッ

ターホルン、モンブラン等のヴァリエーションや

1960年代からの日本人によるアルプス3つの北壁

登攀の足跡を訪ねる。

ロポイント:ヨ ーロッパアルプス3大北壁と称され

るアイガー、マッターホルン、グランド・ジョラス

の各北壁を中心に眺めながら、山小屋に宿泊し、日

本人ゆかりの地を巡リアルピニズムの真髄に迫る。

9口 雲南、東チベット、四川 。未踏峰の讐える国を

探訪する

□時期 :2005年 10月 中旬

□期間 :約30日 間 (前半部、後半部でそれぞれ19

日間あり)

□日本人の足跡 :戦前の探検時代を除いても、

1979年以降、日本山岳会および関係者が中国西南

部に残した足跡は大きい。大ヒマラヤ、 トランス・

ヒマラヤ、横断山脈等々最近まで日本人や外国人が

残した足跡を再訪し、パイオニアワークの薫りを追

体験。

ロポイント:雲南省シャングリラの未踏峰、梅里雪

山から日本山岳会隊が初登頂したヤルツァンポー大

屈曲点に鴛えるナムチャバルワ峰へ。さらに唐古拉

(タ ングラ)山群と四川省の未踏峰地帯を通り、横

断山脈の主峰ミニヤコンガ峰まで縦横に訪ね歩く。

<7～ 9の担当 :(閑アトラストレック>
10.チョー 0オユーBCとナンパ・ラ (峠)越え

□時期 :2005年 9～ 10月

□旅行期間 :19日 間

□日本人の足跡 :1987年、カモシカ同人隊による

中国側からのチョー・オユー登頂。

ロポイント:シェルパ族の移住ルートで交易ルート

であるナンパ・ラ (峠05716m)を、チベット側か

らネパール側へ 1週間のトレッキングで踏破する。

11。 シルクロードと天山ヘリ・ハイキング

□時期 :2005年 7月

□期間 :13日 間

□日本人の足跡 :1925年、第1次大谷探検隊。そ

の他。

ロポイント:天山とパミールを擁する中央アジアの

天山北路をたどり中国からカザフスタンヘ。花咲く

高原の登山基地から、ヘリコプターで名峰ハンテン

グリ直下の氷河上のBCへ飛ぶ。

12ロ サヤン山脈最高峰登頂とバイカル湖

□時期 :2005年 6月 ～7月

□期間 :11日 間

□日本人の足跡 :江戸時代の回船船頭、大黒屋光太

夫はアリューシャン列島に難破漂流後、カムチャッ

カ、イルクーツクヘ辿り着き、また明治から昭和に

かけては考古民俗学者の鳥井龍蔵博士がアムール川

をイルクーツクまで調査した。

ロポイント:シベリアの真珠とうたわれるバイカル

湖、そのバイカル湖に注 イルクー

脈を水源とする。

ディエン峰3491
<10～ 12の担当
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2003年最高の登攀

江本 嘉伸

フーバー兄弟の登攀
『Climbing』 誌 4月 号

米

『Ｑ
ヨ
σ
ゴ
∞
』
誌
の
４
月
号
は
、
「２

０
０
３
年
の
ベ
ス
ト
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」
を

特
集
し
て
い
る
。
世
界
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

情
報

の
中
か
ら

「未
来
を
切
り
開
く
登

攀
」
に
対
し
て

「黄
金
の
ピ
ト
ン
」
を
与

え
る
も
の
だ
。

フ
ラ
ン
ス
の

『〓
ｏ
ユ
”
∞
つ
①

（モ
ン
タ

ー
ニ
ュ
）』
誌
の
「黄
金
の
ピ
ッ
ケ
ル
（ピ
オ

ン

・
ド
ー
ル
）」
賞
が
秀
れ
た
ア
ル
パ
イ

ン

・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
み
を
対
象
に
し
て

い
る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
細
か
く
Ｈ
部

門
に
分
け
て
選
考
し
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

た
と
え
ば

「ア
ル
パ
イ
ン

・
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
」
部
門
の

「黄
金
の
ピ
ト
ン
」
は
、

冬
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
フ
レ
ネ
イ
稜
と
南
面

の
ブ
ル
イ
ヤ
ー
ド
壁
の
１６
の
ル
ー
ト
を
２

２
日
か
け
て
登

っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
パ
ト
リ

ッ
ク

・
ベ
ル
オ
ー
ト
、
フ
ィ
リ
ッ
プ

・
マ

グ
ナ
ン
が
栄
誉
に
浴
し
た
。
２
人
は
２
月

Ｈ
日
、
壁
の
基
部
に
あ
る
エ
ク
レ
ス
小
屋

に
集
結
し
、
連
日
の
よ
う
に
お
も
な
ク
ー

ロ
ワ
ー
ル

・
ル
ー
ト
を
登
攀
、
い
っ
た
ん

シ
ャ
モ
ニ
に
ス
キ
ー
で
下

っ
て
、
２
日
間

の
短
い
休
息
と
食
料
補
給
の
あ
と
、
こ
ん

ど
は
お
も
な
バ
ツ
ト
レ
ス

・
ル
ー
ト
の
連

続
登
攀
を
や
っ
て
の
け
た
の
で
あ
る
。

「ビ
ッ
グ

・
ウ
オ
ー
ル
で
の
フ
リ
ー

・
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
」
部
門
で
は
、
エ
ル
キ
ャ
ピ

タ
ン
で
最
も
急
峻
な
ゾ
デ
イ
ア
ッ
ク

・
ル

ー
ト
を
フ
リ
ー
で
登
り
き

っ
た
、
ア
レ
ツ

ク
ス
と
ト
ー
マ
ス
の
フ
ー
バ
ー
兄
弟
が
選

ば
れ
た
。
兄
弟
の
登
攀
は
、
『ｏ
〓
ヨ
σ
Ｆ
∞
』

誌
の
表
紙
、
グ
ラ
ビ
ア
特
集
で
詳
し
く
紹

介
さ
れ
て
い
る
。

女
性
ク
ラ
イ

マ
ー

の
活
躍
も
光
る
。

「ミ
ッ
ク
ス
壁
で
の
ス
ポ
ー
ツ

・
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
」
部
門
で
は
ド
イ
ツ
の
２９
歳
の
女

性
ク
ラ
イ
マ
ー
、
イ
ネ
ス

・
パ
ペ
ー
ル
が
、

「競
技
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」
部
門
で
は
１２
月

エ
ジ
ン
バ
ラ
で
開
か
れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
と
ル
ー
ト
競
技
の
双

方
で
勝

っ
た
サ
ン
ド
リ
ー
ヌ

・
ル
ベ
が
見

事

「黄
金
の
ピ
ト
ン
」
を
受
賞
し
た
。

「高
所
登
山
」
部
門
の
こ
と
を
少
し
詳
し

く
紹
介
し
よ
う
。
２
０
０
３
年
に
３
つ
の

貴
重
な
登
攀
が
い
ず
れ
も
ネ
パ
ー
ル
の
７

千
口川
峰
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
１７
年
間
多
く
の
挑
戦
を
し
り
ぞ
け

て
き
た
ヌ
プ
ツ
ェ
東
峰

（７
８
０
４
厨
）

南
東

バ
ツ
ト

レ
ス
は
、
つ
い
に
ワ
レ
リ

ｌ

ｏ
バ
バ
ノ
フ
と
ュ
ー
リ
ｌ

ｏ
コ
シ
ヤ
レ

ン
コ
の
ロ
シ
ア
人
パ
ー
テ
イ
ー
に
登
ら
れ

た
。
『〓
ｏ
ユ
”
∞
Ｄ
①
』
誌
主
催

の
選
考
委

員
会
が
、
「黄
金
の
ピ
ッ
ケ
ル
」
に
選
ん
だ

の
は
、
こ
の
ふ
た
り
で
あ
る
。
し
か
し
、

『ｏ
〓
ヨ
σ
Ｆ
∞
』
誌
は

「最
高
」
の
評
価
は

与
え
な
か
っ
た
。
は
じ
め
の
１
２
０
０
際川

に
固
定

ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
た
分
、
評
価
は

下
が
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

イ
ア
ン

・
パ
ー
ネ
ル
、
ケ
ン
ト
ン

・
ク

ー
ル
、
ジ

ョ
ン

・
ヴ
ア
ル
コ
の
英
米
チ
ー

ム
は
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅲ
峰
南
東
稜
の
初

登
攀
を
な
し
と
げ
た
。
「５

ｏ
ｌＯ
Ｘ
」
の

難
し
い
ピ
ッ
チ
を
含
む
２
５
０
０
日川
の
ル

ー
ト
を
９
日
が
か
り
で
の
登
攀
だ

っ
た
が
、

下
部
に
２
０
０
０
年
の
ス
ロ
ベ
ニ
ア
隊
が

残
置
し
た
大
量
の
フ
イ
ッ
ク
ス

・
ロ
ー
プ

が
あ
り
、
頼
る
瞬
間
も
あ

っ
た
ら
し
い
。

こ
れ
に
対
し
、
ヌ
プ
ツ
ェ

（７
８
６
１

厨
）
北
バ
ツ
ト
レ
ス
の

「ク
リ
ス
タ
ル

・

ス
ネ
ー
ク
」
を
登
り
き

っ
た
ダ
ミ
ア
ン
、

ウ
ィ
リ
ー
の
双
子
の
ベ
ネ
ガ
ス
兄
弟
は
、

こ
れ
ま
で
誰
も
じ
る
し
た
こ
と
の
な
い
ラ

イ
ン
を
完
成
さ
せ
た
も
の
だ

っ
た
。
氷
雪

の
壁
で
６
日
間
、

４２
ピ
ッ
チ
に
及
ん
だ
登

攀
中
、
ふ
た
り
は
ほ
と
ん
ど

一
睡
も
で
き

ず
、
多
量
の
登
攀
具
も
携
行
し
な
か
っ
た

た
め

「登
り
き
る
し
か
な
い
」
状
態
だ

っ

た
。
兄
弟
の
快
挙
を
、
同
誌
は
高
所
登
山

部
門
で
の
最
高
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
評
価

し
、

「黄
金
の
ピ
ト
ン
」
受
賞
者
と
し
た
。

そ
し
て
、
「万
能

（オ
ー
ル
ア
ラ
ウ
ン

ド
）」
部
門
が
あ
る
。
こ
と
し
は
、
岩

の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
日
本
の
平
山

ユ
ー
ジ

が
選
ば
れ
た
。
サ
ラ
テ
を
１３
時
間
で
１
度

も
落
ち
ず
に
フ
リ
ー
で
登
り
き

っ
た
こ
と

な
ど
、
彼
が
ビ
ッ
グ
ウ
オ
ー
ル
で

「５

ｏ

ｌ３
」
の
ピ
ッ
チ
を
オ
ン
サ
イ
ト

（初
見
）

で
登
り
続
け
る
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
の
フ

リ
ー
ク
ラ
イ

マ
ー
長
年
の
夢
を
実
現
し
た

こ
と
が
、
高
く
評
価
さ
れ
た
。

「最
高
の
登
攀
」
を
選
ぶ
苦
労
に
つ
い
て

『Ｑ
ヨ
σ
Ｆ
∞
』
誌
は

「時
に
は
す
ば
ら
し

い
登
攀
が
自
分
た
ち
の
耳
に
入

っ
て
こ
な

い
こ
と
も
あ
る
」
と
率
直
に
話
し
て
い
る
。

し
か
し
、
″
最
後

に
は

「最
高
」
を
見

つ

け
出
す
″
と
も
。

ひ
る
が
え

っ
て
、
日
本
で
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。
登
山
の
評
価
を
真
剣
に
や
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
季
節
。
こ
の

春
は
日
本
初
の

「商
業
公
募
登
山
隊
」
と

し
て
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
を
ね
ら
う

「ア
ド
ベ

ン
チ
ヤ
ー
ガ
イ
ズ
隊
」
が
話
題
だ
が
、
注

目
さ
れ
る
の
は
、
こ
と
し
も
日
本
山
岳
会

会
員
で
も
あ
る
竹
内
洋
岳
の
挑
戦

（Ｈ
Ａ

Ｍ
＝
〓
一∞
Ｆ

＞
三
ご
Ｑ
①
〓
一”
「
”
手
ｏ
”
計

画
）
だ
ろ
う
。
詳
し
く
は
次
の
号
で
。

(9)
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水
野
勉
氏
講
演
会

２
月
１３
日
（金
）
、
第
３６
回

「山
岳
図

書
を
語
る
夕
」
は
水
野
勉
氏
を
お
招
き

じ
、
「本
か
ら
山

へ
―

ぼ
く
の
昭
和

史
」
と
題
し
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

参
加
者
は
３５
名
。

は
じ
め
に
図
書
委
員
会
理
事
の
田
村

俊
介
氏
か
ら
講
師
を
紹
介
す
る
た
め
、

私
家
版

『水
野
勉

・
主
要
著
作
目
録
』

を
お
借
り
し
た
。
こ
れ
が
す
ご
い
。
ま

さ
に
燦
然
た
る
ミ
ズ
ノ
ヮ
ー
ル
ド
。
そ

れ
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
の
道
程
を
、
少

年
時
代
か
ら
今
に
い
た
る
読
書
遍
歴
を

通
し
て
語
っ
た
の
が
本
講
演
で
あ
る
。

１
９
３
０

（昭
和
５
）
年
生
ま
れ
の

水
野
氏
は
１４
歳
で
陸
軍
幼
年
学
校
に
入

る
。
そ
の
間
に
読
ん
だ
本
は
宣
長
、
自

石
、
徊
来
、
松
陰
等
。
尾
崎
喜
八

『此

の
糧
』
に
発
奮
、
心
を
戦
争
へ
と
駆
り

立
て
ら
れ
た
。
敗
戦
で
権
威
と
価
値
を

喪
失
し
た
神
国
日
本
の
軍
国
少
年
は
、

尾
崎
の
そ
の
後
の
去
就
を
嫌
う
。
戦
争

は
水
野
氏
の
な
か
に
尾
を
引
い
て
、
今

も
思
考
と
行
動
の
端
々
に
現
れ
る
。

戦
後
空
腹
を
か
か
え
、
手
に
入
る
本

は
和
洋
と
り
ま
ぜ
て
片

っ
端
か
ら
読
ん

だ
が
、
か
つ
て
の
若
者
の
教
養
書
や
田

辺
、
西
田
の
哲
学
は
拒
否
。
杉
本
栄

一

『近
代
経
済
学
の
解
明
』
で
経
済
学
の

面
白
さ
を
知
り
、
大
塚
久
雄

『近
代
欧

州
経
済
史
序
説
』
の
論
理
展
開
に
圧
倒

さ
れ
た
。
戦
時
中
に
書
か
れ
た
武
田
泰

淳

『司
馬
遷
』
や
竹
内
好

『魯
迅
』
に

魅
か
れ
る
。

５２
年
の
宮
城
前
広
場
メ
ー

デ
ー
事
件
で
敗
戦
に
次
ぐ
衝
撃
的
な
挫

折
を
体
験
。
迷

い
な
が
ら
丸
山
真
男

『日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
等
を
読
む
。

２０
歳
代
半
ば
で
勤
務
先
の
山
岳
部
創

立
に
参
加
、
思
索
の
手
が
か
り
を
Ｊ
Ａ

Ｃ

『山
岳
』
に
求
め
、
日
本
ア
ル
ピ
ニ

ズ
ム
創
成
期
の
登
山
家
を
知
る
。
特
に

今
西
錦
司
か
ら
影
響
を
受
け
、
『山
岳

省
察
』
の
方
法
に
救
い
を
見
た
。
『生

物
の
世
界
』
か
ら
も
多
く
を
学
ん
だ
が
、

今
西
の
体
系
的
思
考
に
は
魅
か
れ
な
が

ら
も
抵
抗
が
あ
る
。

そ
の
頃
か
ら
山
の
文
章
を
旺
盛
に
書

き
始
め
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ

・
ブ
ー
ム
に
乗

っ
て
西
洋
、
中
国
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
文
献
を

集
め
だ
し
、
書
き
ま
く
り
訳
し
ま
く
り
、

外
国
語
の
習
得
に
精
を
出
す
。
そ
れ
ら

の
記
事
を
通
し
て
川
崎
隆
章
、
望
月
達

夫
、
諏
訪
多
栄
蔵
等
と
知
り
合
っ
た
。

６２
年
、
山
書
の
会
の
創
立
に
加
わ
る
。

本
の
蒐
集
が
面
白
く
、
小
林
義
正
、
深

田
久
弥
等
に
強
い
影
響
を
受
け
た
が
、

水
野
氏
の
場
合
は
あ
く
ま
で
も
研
究
資

料
と
し
て
の
文
献
蒐
集
。
そ
の
点
で
文

献
に
対
す
る
評
価
の
な
い
小
林
の

『山

と
書
物
』
に
は
不
満
が
あ
る
。

水
野
氏
は
山
の
文
章
を
読
ん
で
自
分

の
思
い
を
ぶ
つ
け
る
。
人
を
論
じ
る
の

は
自
分
の
座
標
や
位
置
を
他
人
と
の
関

わ
り
で
把
握
す
る
た
め
。
だ
か
ら
ヒ
マ

ラ
ヤ
、
ア
ル
プ
ス
、
中
央
ア
ジ
ア
、
北

方
ア
ジ
ア

『文
献
逍
遥
』
等
の
書
誌
研

究
も
、
『登
山
家
素
描
』
『ア
ル
ピ
ニ
ス

ト
た
ち
の
神
話
』
等
の
人
物
論
も
、
ダ

ブ
ス
、
ク
ル
ツ
、
シ
プ
ト
ン
、
デ
ュ
ピ

ュ
イ
、
ヘ
デ
イ
ン
、
カ
シ
ン
、
タ
イ
ク

マ
ン
、
レ
イ
フ
イ
ー
ル
ド
、
ウ
ェ
ス
ト

ン
等
の
翻
訳
も
、
す
べ
て
自
画
像
だ
と

思
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
水
野
氏
の
人
生

論
で
あ
り
、
幸
福
論
で
あ
る
。

幼
児
期
に
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
祖
父
か
ら

嫌
々
た
た
き
込
ま
れ
た
聖
書
の

「は
じ

め
に
コ
ト
バ
在
り
き
」
が
染
み
つ
い
て
、

水
野
氏
は
コ
ト
バ
が
好
き
で
あ
る
。
そ

の
性
分
か
ら
し
て
、
思
想
や
世
界
観
や

人
生
に
対
す
る
態
度
を
離
れ
て
山
を
と

ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

最
後
に
水
野
氏
は
、
ぼ
く
は
戦
争
の

せ
い
で
技
術
に
嫌
悪
感
を
抱
き
、
あ
ら

ゆ
る
権
威
に
拒
否
反
応
が
あ
る
、
そ
の

た
め
何
ご
と
も
中
途
半
端
で
い
い
加
減
、

ω

困
っ
た
も
ん
だ
が
仕
方
な
い
と
、
お
得
　
は

意
の
総
晦
で
会
場
を
煙
に
巻
い
た
。
ミ

ズ
ノ
ヮ
ー
ル
ド
の
秘
密
は
じ
っ
か
り
見

せ
て
い
た
だ
い
た
。

（平
井
　
士
口
夫
）

ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

講
習
会
八
ヶ
岳
で
開
催

２
月
１０
日
、
無
風
快
晴
の
冬
空
の
下
、

八
ヶ
岳
柳
川
南
沢
大
滝
に
お
い
て
学
生

部
主
催
の
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習

会
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
学
生
、
コ

ー
チ
、
監
督
を
含
め
て
２３
名
。
講
師
は

Ｊ
Ａ
Ｃ
青
年
部
委
員
で
プ
ロ
ガ
イ
ド
で

圏霧嚇轟
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も
あ
る
松
原
氏
と
、
同
じ
く
プ

ロ
ガ
イ

ド
の
岡
田
氏
に
お
願
い
し
た
。

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
イ
ス
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
の
経
験
が
な
い
者
で
あ

っ
た

た
め
、
特
に
基
礎
的
な
登
攀
技
術
、
道

具
の
選
び
方
、
安
全

へ
の
配
慮
等
を
中

心
に
講
習
を
進
め
て
い
た
だ
い
た
。

朝
方

へ
っ
ぴ
り
腰
だ

っ
た
学
生
も
、

夕
方
に
は
軽
や
か
な
動
き
で
登
る
ま
で

に
な

っ
た
。
し
か
し
、
何
分
大
人
数
の

た
め
、
１
人
１
日
で
３
本
程
度
し
か
登

る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
ト
ッ
プ

ロ
ー

プ
で
の
練
習
で
あ

っ
た
た
め
、
リ
ー
ド

の
経
験
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ

た
。
込
み
合

っ
た
状
況
の
た
め
、
落
氷

に
よ
る
怪
我
も
あ
り
、
今
後
実
施
す
る

に
あ
た

っ
て
は
改
善
の
余
地
が
残
さ
れ

た
。し

か
し
、
多
く
の
学
生
が
ア
イ
ス
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
り

一
層
の
興
味
を
抱

い
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
る
。
新
た
な
る

技
術
を
武
器
に
、
大

い
な
る
目
標
に
邁初心者もトップロープで練習

進
し
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
切
に
願

う
。
　

　

　

（委
員
長

・
和
田
岳
史
）

志
賀
高
原
ス
キ
ー
懇
親
会
に

参
加
し
て

２
月
６
日
か
ら
２
泊
３
日
、
事
業
委

員
会
の
ス
キ
ー
懇
親
会
に
参
加
し
た
。

総
勢
２４
名
の
う
ち
女
性
は
１３
名
で
食
事

時
や
バ
ス
の
中
で
初
め
て
の
方
で
も
親

し
く
話
す
こ
と
が
で
き
、
ま
さ
し
く
懇

親
会
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ

っ
た
。

１
日
目
、
２
日
目
は
時
々
雪
が
降

っ

た
が
、
最
後
の
日
は
快
晴
で
周
囲
の
山

並
み
の
景
観
を
十
分
に
楽
し
む
事
が
で

き
た
。
志
賀
の
雪
質
は
ス
キ
ー
に
最
適

で
、
キ

ュ
ッ
キ

ュ
ッ
と
い
う
雪
の
し
ま

る
音
を
聞
き
な
が
ら
タ
ー
ン
を
し
て
い

る
と
雪
山
の
揺
り
か
ご
に
い
る
よ
う
に

大
変
気
持
の
良
い
も
の
だ
。

志
賀
高
原
に
入
る
の
に
、
と
て
も
便

利
に
な
り
、
ス
キ
ー
場
が
広
々
し
た
感

じ
が
し
た
の
は
　
ス
キ
ー
人
口
が
減

っ

て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
リ
フ
ト
の
効

率
が
良
く
な
り
、
待

つ
こ
と
も
な
く
滑

り
ま
く
る
こ
と
が
で
き
た
。
ス
キ
ー
の

動
く
歩
道
が
あ

っ
た
の
に
は
び
っ
く
り

し
た
。

２
日
目
に
講
習
会
を
受
け
た
。
先
生

は
高
橋
さ
ん
、
生
徒
は
男
女
半
々
の
６

人
。
先
生
は
教
え
方
を
研
究
し
て
き
た

様
子
で
意
欲
た

っ
ぷ
り
で
　
期
待
以
上

の
講
習
だ

っ
た
。
持
病
の
膝
の
痛
み
が

あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
リ
フ
ト
終
了

時
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
ス
キ
ー
斜
面
で
教

え
て
い
た
だ
い
た
が
、
急
斜
面
に
行
く

と
私
は
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
な
滑
り
に
な

っ

て
し
ま
う
不
肖
の
生
徒
で
大
変
申
し
訳

な
く
思

っ
て
い
る
。
先
生
が
見
本
の
滑

り
で
ず
―

っ
と
下
ま
で
行

っ
て
し
ま
う

と
残
さ
れ
た
生
徒
同
士
で
あ
あ
で
も
な

い
こ
う
で
も
な
い
と
復
習
し
合

っ
て
い

た
。
講
習
会
が
あ
る
こ
と
は
ひ
と
り
で

参
加
し
て
い
る
私
に
と

っ
て
は
、
い
ろ

い
ろ
と
安
心
感
を
与
え
て
く
れ
た
。

宿
の
食
事
は
た

っ
ぷ
り
で
お
い
し
く
、

宿
の
人
た
ち
も
と
て
も
感
じ
が
良
か
っ

た
が
、
た
だ
、
慣
れ
る
ま
で
は
乾
燥
室

に
行
く
の
が
迷
路
の
よ
う
だ

っ
た
。

３
日
間
、
誰
も
怪
我
を
せ
ず
に
っ
こ

り
と
記
念
写
真
に
納
ま
る
こ
と
が
で
き

て
心
よ
り
良
か

っ
た
と
思
う
。

澄
ん
だ
空
気
の
中
で
何
度
も
深
呼
吸

を
し
て
山
の
霊
気
に
感
謝
し
て
、
ま
た

長
生
き
で
き
る
と
感
じ
な
が
ら
帰
途
に

つ
い
た
。
高
橋
先
生
を
は
じ
め
お
世
話

を
し
て
下
さ

っ
た
山
崎
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（腰

原
　
員
知
子
）

△世界的に類を見ない貴重な探検記録

禁断のアフガーニスターン・

回廊へ故マスー ド将軍に庇護され、 1999～2001年 の 3年間

探険に入った世界的に類を見ない貴重な探検記録。

カラコノレム・
ヒンズークシュ
登山地図
〔付〕カラコルム・ヒンズー

クシュ山岳研究
A4変型 判 上 製 美 装 ケ ー ス入

385ペ ー ジ  B全 判 地 図 13葉

宮 森 常 雄 (秩父宮記念山岳賞受賞 )・

雁部貞夫 共著 ・カタログを噺求下さい定価 (本体 33,000円 +税 )

ハ ミ
/  ▼

ヽ

地政 的理 由か

一
―ワハ ーン

平位  剛 著

A5申1480百 [

ナ カ ニ シ ヤ 出 版
〒606-8316京都市左京 区吉 田二本松 町 2
丁el.075-751-121l Fax.075-751-2665

URL http://www.nakanishiya.co.ip/
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東

西
南

北

イラス ト・宇都木慎一

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、

俳
句
、
短
歌
、
詩
な
ど
を
掲
載
す
る

ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投
稿
く

だ
さ
い
。
（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
１
点
に
つ
き
１
０
０
０
字
程

度
で
お
願
い
し
ま
す
）

水
越
武
写
真
展
と

フ
ォ
ス
コ
・
マ
ラ
イ
ー
三
氏

の
近
況

杉
本
　
誠

昨
年
９
月
２６
日
に
北
イ
タ
リ
ア
、
ト

リ
ノ
市
の
国
立
ト
リ
ノ
山
岳
博
物
館
で

始
ま
っ
た
水
越
武
写
真
展

「ヒ
マ
ラ
ヤ

ー

白
と
黒
」
が
４
か
月
の
会
期
を
終

え
、
１
月
２５
日
に
閉
幕
し
た
。

私
は
水
越
氏
と
と
も
に
開
会
式
に
列

席
し
た
が
、
今
も
鮮
や
か
に
思
い
出
す

の
は
、
案
内
状
、
カ
タ
ロ
グ
表
紙
、
会

場
入
日
の
看
板
す
べ
て
に
カ
ラ
コ
ル
ム

の
鋭
峰
ホ
ー
ク

（６
７
５
４
肝
）
の
写

真
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
だ
。
「ア
ル

ド
さ
ん
、
や
り
ま
し
た
ね
」
。
館
長
室

に
あ
い
さ
つ
に
行
く
前
か
ら
、
ア
ル

ド

・
ア
ウ
デ
イ
ー
ズ
イ
オ
館
長
へ
の
最

初
の
言
葉
を
決
め
て
い
た
。

１
９
９
３
年
５
月
に
豊
田
市
で
開
い

た
水
越
さ
ん
の
写
真
展

「自
然
へ
の
ま

な
ざ
し
」
で
、
私
も
チ
ラ
シ
の
写
真
に

同
じ
ホ
ー
ク
を
選
び
、
報
道
関
係
に
も

も

っ
と
も
多
く
配
布
し
た
か
ら
だ
。

こ
の
時
に
は
、
折
り
よ
く
来
日
中
の

フ
ォ
ス
コ
・
マ
ラ
イ
ー
ニ
氏

（本
会
名

誉
会
員
）
を
招
き
記
念
講
演
を
お
願
い

し
た
。
こ
れ
は
同
年
９
月
に
講
談
社
か

ら
出
た
水
越
さ
ん
の
写
真
集

『ヒ
マ
ラ

ヤ
』
に
氏
が
序
文
を
寄
せ
る
と
い
う
願

っ
て
も
な
い
話
に
発
展
し
て
い
る
。

今
回
の
ト
リ
ノ
の
写
真
展
は
、
そ
の

延
長
線
上
に
あ
る
と
も
い
え
、
カ
タ
ロ

グ
に
再
び
マ
ラ
イ
ー
ニ
氏
の
序
文
が
載

っ
て
多
く
の
賛
辞
が
館
に
届
い
た
。

開
会
式
に
は
マ
ラ
イ
ー
ニ
氏
が
来
場

さ
れ
る
予
定
だ

っ
た
が
、
体
調
不
良
と

の
こ
と
で
、
欠
席
さ
れ
た
。
翌
日
、
私

は
報
告
と
お
見
舞
い
の
両
方
で
フ
イ
ン

ン
ツ
エ
の
お
宅
へ
伺

っ
た
。
座
談
は
い

つ
も
通
り
だ
っ
た
も
の
の
、
邸
内
の
散

歩
に
は
杖
を
使
わ
れ
て
い
た
。
日
本
と

イ
タ
リ
ア
の
双
方
で
何
度
も
お
会
い
し

て
い
る
私
に
も
、
こ
れ
は
初
め
て
の
お

姿
だ
っ
た
。
午
睡
の
間
を
は
さ
み
、
日

が
落
ち
か
か
る
ま
で
の
数
時
間
は
、
私

に
と
っ
て
得
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。

水
越
展
に
つ
い
て
、
２
月
に
入
っ
て

ア
ウ
デ
イ
ー
ズ
イ
オ
館
長
か
ら
来
場
者

の
声
も
含
め
て
次
の
感
想
が
届
い
た
。

「写
真
展
を
見
た
ほ
と
ん
ど
の
人
か
ら

ポ
ジ
テ
イ
ブ
な
評
価
を
い
た
だ
い
た
。

特
に
作
者
が
山
に
対
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
姿
勢
に
つ
い
て
で
す
ね
。
写
真
に

表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、
地
理
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
超
え
て
、
光
と
影
、
自
と
黒

に
凝
縮
さ
れ
た
空
間
だ
と
受
け
取
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
館
で
や
っ
て
き
た
写
真

展
の
な
か
で
は
、
も

っ
と
も
来
場
者
の

興
味
を
ひ
い
た
の
は
確
か
で
す
。
そ
れ

は
写
真
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
さ
と
表

現
の
す
ば
ら
し
さ
へ
の
感
動
で
す
ね
。

私
は
、
彼
の
作
品
が
館
の
コ
ン
ク
シ
ョ

ン
に
収
ま
る
こ
と
に
大
変
満
足
し
て
い

ま
す
」

な
お
同
展
は
今
秋
、
バ
ン
フ
の
マ
ウ

ン
テ
ン

・
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
に
合
わ
せ

て
フ
ォ
ワ
イ
テ
イ
美
術
館
に
巡
回
す
る

予
定
に
な

っ
て
い
る
。

シ
ュ
ラ
ギ
ン
ト
ワ
イ
ト
の

パ
ノ
ラ
マ
図
受
贈
に
つ
い
て

水
野
　
勉

か
つ
て

『山
』
６
９
８
号

（２
０
０

３
年
７
月
）
に
、
山
本
健

一
郎
さ
ん
が

「シ
ュ
ラ
ギ
ン
ト
ワ
イ
ト
の
本
」
と
い

う
文
を
寄
稿
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ

の
な
か
で
、
山
本
さ
ん
は
シ
ュ
ラ
ギ
ン

ト
ワ
イ
ト
３
兄
弟
の

『イ
ン
ド
お
よ
び

高
地
ア
ジ
ア
の
科
学
調
査
報
告
書
』
を
　
劉

当
会
１
０
０
周
年
記
念
と
し
て
、
入
手
　
に

し
た
ら
ど
う
か
と
提
案
さ
れ
て
い
る
。

会
と
し
て
も
有
意
義
な
こ
と
で
あ
り
、

可
能
で
あ
れ
ば
入
手
し
た
い
と
、
ロ
ン

ド
ン
は
じ
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
書
店
に

連
絡
し
て
探
し
て
い
た
が
、
何
ら
良
い

知
ら
せ
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
、
こ

の
本
は
希
凱
な
の
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
こ
の
本
を
所
有
し
て
い

た
会
員
の
小
谷
隆

一
さ
ん
が
、
数
多
く

の
山
岳
図
書
と
と
も
に
、
こ
の
本
を
信

州
大
学
山
岳
科
学
総
合
研
究
所
付
属
図

書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
同
研
究
所
で
は

当
会
が
入
手
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
、
『ア
ト
ラ
ス

（図
版
集
）』
の

醸
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う
ち
、
主
な
パ
ノ
ラ
マ
図
７
枚
を
復
刻

し
て
、
当
会
に
寄
贈
さ
れ
た
。

３
月
１
日
に
、
同
研
究
所
運
営
委
員

長
の
高
石
道
明
教
授
が
、
わ
ざ
わ
ざ
当

ル
ー
ム
に
パ
ノ
ラ
マ
図
を
持
参
し
て
く

だ
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
当
会
で
は
、
平

山
会
長
は
じ
め
関
係
者
が
出
迎
え
て
、

み
ご
と
な
復
刻
版
に
感
嘆
し
、
あ
り
が

た
く
受
贈
し
た
。

ル
ー
ム
を
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
会
員

は
、
す
で
に
見
た
こ
と
が
あ
る
と
思
う

が
、
シ

ュ
ラ
ギ
ン
ト
ワ
イ
ト
の
絵
は

「ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ガ
ウ
リ
サ
ン

カ
ー
ル
」
と
題
さ
れ
て
、
ル
ー
ム
に
飾

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
は
松
方
二
郎
さ

ん
が
寄
贈
し
た
も
の
で
、
か
つ
て

『山

日
記
』
（１
９
６
９
年
版
）
の
巻
頭
に

も
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

前
述
し
た

「報
告
書
」
は
本
文
４
巻

お
よ
び
ア
ト
ラ
ス
ー
巻
で
、
本
文
は
学

術
報
告
で
、
旅
行
記
で
は
な
い
。
ア
ト

ラ
ス
は
、
パ
ノ
ラ
マ
図
２７
、
フ
イ
ジ
カ

ル

・
マ
ッ
プ
３
、
地
形
図
４
、
高
地
ア

ジ
ア
の
雪
山
の
パ
ノ
ラ
マ
的
プ

ロ
フ
イ

ル
７
、
気
象
図
４
と
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
有
名
な
の
は
、
パ
ノ
ラ
マ

図
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
ヘ
ル
マ
ン
の

絵
で
、　
一
部
ア
ド
ル
フ
が
描
く
。

９０
×

６０
考
大
で
、
す
べ
て
カ
ラ
ー
の
リ
ト
グ

ラ
フ
、
す
な
わ
ち
石
版
画
で
あ
る
。
描

か
れ
た
の
は
１
８
５
５
年
と
１
８
５
６

年
で
、
発
行
は
１
８
６
１
年
で
あ
る
。

今
回
受
贈
し
た
復
刻
版
は
、　
一
部
の

７
枚
で
あ
る
が
、
美
麗
に
原
寸
で
復
刻

さ
れ
て
い
て
、
み
ご
と
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
、
額
に
入
れ
て
ル
ー
ム
に
飾
り
、

訪
れ
る
会
員
が
ご
覧
に
な
れ
る
よ
う
考

え
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
信
州
大

学
山
岳
科
学
総
合
研
究
所
の
ご
厚
意
に

は
深
く
感
謝
し
た
い
。

ウ
ェ
ス
ト
ン
と

槍
ヶ
岳

・
日
本
海

田
畑
　
吉
〓

明
治
時
代
末
期
の
こ
と
だ
。
当
時
の

会
員

・
鵜
殿
正
雄
は
、
槍
ヶ
岳
な
ど
か

ら
望
む
日
本
海
に
関
心
を
示
し
た
。

「本
会
員
で
は
、
ま
だ
、
槍
と
穂
高
と

で
、
日
本
海
を
望
見
し
た
も
の
を
聞
か

な
い
、
が
、
ウ

ェ
ス
ト
ン
氏
は
、
槍
で

見
え
る
如
く
記
さ
れ
た
」
（鵜
殿

「穂

高
岳
槍
ヶ
岳
縦
走
」
『山
岳
』
第
５
年

第
１
号
）

前
掲
の

『山
岳
』
は
明
治
４１
年
３
月

の
刊
行
だ
。
私
は
当
時
の

『山
岳
』
を

明
治
３９
年
４
月
に
刊
行
さ
れ
た
創
刊
号

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
す
べ
て
を
調
べ
て

み
た
。
そ
の
結
果
、
鵜
殿
が
書
い
た
通

り
、
関
係
す
る
記
事
は
見
あ
た
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
ウ

エ
ス
ト
ン
の

「槍
で
見
え
る
如
く
記
さ
れ
」
と
の

一

文
の
意
義
は
大
き
い
。

鵜
殿
は
出
典
を
あ
げ
な
か
っ
た
が
、

こ
れ
は
ウ

エ
ス
ト
ン
の
著
書
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
だ
。

「西
方
に
は
蒲
田
川
の
谷
間
を
横
切
っ

て
、
笠
岳
が
素
晴
ら
し
い
登
攀
を
暗
示

し
、
そ
の
北
の
肩
遥
か
彼
方
、
富
山
平

野
の
向
こ
う
に
は
、
煙
く
青
海
原
が
、

『大
洋
の
数
多
い
輝
く
微
笑
』
で
、
輝

い
て
い
る
」
（岡
村
精

一
訳

『日
本
ア

ル
プ
ス
ー

登
山
と
探
検
』
）

記
事
に
は

「日
本
海
」
と
の
地
名
は

な
い
。
が
、
文
意
か
ら
し
て
、
ウ

ェ
ス

ト
ン
は
日
本
海
を
眺
め
た
。
こ
う
断
定

で
き
る
と
思
う
。
私
は
こ
の
意
味
で
、

彼
の
記
事
こ
そ
、
槍
ヶ
岳
か
ら
日
本
海

を
眺
め
、
書
き
綴

っ
た
最
初
の
も
の
だ

っ
た
、
と
判
断
し
た
い
。

槍
ヶ
岳
か
ら
は
、
確
か
に
富
山
湾
が

眺
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
海
が
望

ま
れ
る
。
こ
の
状
況
が
わ
か
り
や
す
い

パ
ノ
ラ
マ
図
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
図

書

『百
名
山
パ
ノ
ラ
マ
案
内
』
（自
山
書

房

・
編
）
が
あ
る
。
ま
た
、
綿
密
な
展

望
図
が
描
か
れ
た
図
書

（『山
岳
展
望

ハ
ン
ド
ブ
ツ
ク
２
』
佐
古
清
隆

ｏ
著
）

も
あ
る
。

ユングフラウヨッホにいちばん近い村、ウェンゲンの

家庭的なホテルアイガーと、スイスの旅の専門店

アルプスウェイが自信をもつてお勧めする共同企画。

アルプスウェイご利用で、ホテルアイガーに  」雀

お泊まりの日本山岳会会員様へ4つの特典。 轟1攀彎が、
通塾 轟鶴磁

プ.ユングフラウのよく見えるお部屋を    」鰐
「

':♂甲聯鳳

優先的にご提供。         ■象 C`□gerWQ｀6Qヾ

2.民族料理フォンデューを

ご滞在中の夕食に1回ご用意。

3.アルプスウェイ駐在員による

1日 の専属ガイドサービス。

4.ホテルのオーナー、フックス氏より

地元産リキュールをプレゼント.

あなたのスイス旅行を、このホテルアイガー滞在を組み入れてご用意します。

鴛軍態:zルフアク=イhttp:〃www.fe‖ow‐traveLco.ipノ

〒150‐0043東京都渋谷区道玄坂2‐ 16‐8ビジネスヴィップ渋谷ビル4F
・
Tlel.(03)5489‐ 9541 Fax.(03)5489‐ 6300
e‐mali alpsway@fe‖ ow‐ traveLco.ip

〒530…0002大阪府大阪市北区曽根崎新地2‐ 3…13若杉大阪駅前ビル6F

Tlel.(06)6347口 8984 Fax.(06)6347‐ 8986
e‐mall osaka@fe‖ owiraveLco.ip

主催:株式会社フェロ~トラベル鍮 樵鼎腰劇ロ

国土交通大臣登録旅行業664号  協賛 :ウ ェンゲン観光局・ツェルマット観光局 後饉 :スイス政府観光局

ALPS謂餞
Ⅵ′蠍:
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図 書 紹 介

水
越
武

・
著

『世
界
遺
産
屋
久
島

多
様
性
の
回
廊
』

屋
久
島
は
厚
く
奥
が
深
い
。
先
年
訪

れ
て
み
て
、
島
と
は
思
え
な
い
そ
の
厚

み
と
ふ
と
こ
ろ
の
深
さ
に
驚
嘆
し
た
。

世
界
に
こ
ん
な
島
は
な
い

（い
ま
の

と
こ
ろ
）
と
水
越
氏
は
言
う
。
そ
の
厚

み
と
多
様
性
と
奥
の
深
さ
は
、
す
で
に

『日
本
の
原
生
林
』
『森
林
列
島
』
『熱
帯

雨
林
』
『カ
ム
イ
の
森
』
な
ど
の
重
厚
な

写
真
集
を
発
表
し
て
い
る
自
然
派
の
写

真
家
と
し
て
は
こ
こ
ろ
を
吸
い
取
ら
れ

る
よ
う
な
魅
力
だ
ろ
う
。
ど
の
ペ
ー
ジ

か
ら
も
、
息
詰
ま
る
よ
う
な
迫
力
で
屋

久
島
が
展
開
す
る
。
存
在
感
が
あ
る
、

濃
密
な
空
間
配
置
、
な
ど
の
言
葉
を
作 幸せを呼ぶ鳥 版画・奥野渓石

者
は
解
説
で
使

っ
て
い
る
が
、
写
真
は

そ
れ
ら
を
完
全
に
表
現
し
て
い
る
。
屋

久
島
の
本
は
数
多
い
。
そ
の
中
に
巨
人

の
歩
み
で
さ
ら
に
大
き
な

一
冊
が
加
え

ら
れ
た
。
カ
バ
ー
の
飛
沫
を
あ
げ
る
瀑

布
の
写
真
が
内
容
の
新
鮮
さ
と
豪
快
さ

と
を
象
徴
し
て
い
る
。
京
大
教
授
山
田

勇
、
自
然
ガ
イ
ド
小
原
比
呂
志
両
氏
の

適
切
な
随
想

・
解
説
に
加
え
て
梅
樟
忠

夫
氏
の
戦
後
間
も
な
く
の
紀
行
再
録
が

あ
る
。
　
　
　
　
　
（大
森
　
久
雄
）

２
０
０
３
年
５
月
　
講
談
社
発
行

１
５
９
が
　
３
８
０
０
円

渡
邊
玉
枝

・
著

『６３
歳
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
』

こ
の
５０
年
間
で
エ
ヴ

エ
ン
ス
ト
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ

っ
た
。
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
エ
ク
ス
ペ
デ
イ
シ
ョ
ン
が

大
半
を
占
め
、
ほ
と
ん
ど
の
登
山
者
が

南
東
稜
も
し
く
は
北
稜
か
ら
北
東
稜
を

た
ど
る
。
サ
ミ
ッ
タ
ー
は
の
べ
１
６
０

０
人
余
に
も
な

っ
た
。

し
か
し
こ
れ
は
、

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
が

簡
単
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
決
し

て
な
い
。
装
備
が
改
良
さ
れ
、
登
る
方

法
の
選
択
肢
が
増
え
、
登
り
や
す
く
な

り
、
大
衆
化
し
た
の
は
事
実
で
あ

っ
て

も
、

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
は
依
然
と
し
て
、

人
間
が
存
在
す
る
だ
け
で
衰
弱
し
死

ヘ

と
向
か
う
超
高
所
で
あ
る
。

昨
冬
、
あ
る
会
で
渡
邊
玉
枝
氏
の
報

告
を
聞
き
、
彼
女
の
体
力
と
ス
ピ
ー
ド

に
驚
い
た
。
こ
れ
な
ら
ば
登
れ
る
は
ず

だ
、
と
心
底
思

っ
た
。

本
書
を
読
ん
で
わ
か

っ
た
の
は
、
そ

の
素
地
は
山
を
始
め
た
こ
ろ
か
ら
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。
初
め
て
の
登
山
は
職

域
山
岳
会
に
入

っ
た
直
後
、
２
月
の
谷

川
岳
西
黒
尾
根
。
そ
れ
か
ら
国
内
の
上

級
ル
ー
ト
や
海
外
の
高
峰

へ
も
、
あ
れ

よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
出
か
け
て
い
く
。

決
し
て
無
理
が
な
く
気
負
い
も
な
い
。

そ
し
て
、
運
や
天
候
に
も
左
右
さ
れ
る

高
所
登
山
で
も
、
毎
回
頂
上
を
踏
ん
で

く
る
の
は
、
真
の
実
力
に
よ
る
も
の
だ
。

あ
く
ま
で
わ
か
り
や
す
い
書
名
が
つ

い
た
だ
け
で
あ
り
、
彼
女
の
登
山
の
メ

イ
ン
が
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
な
わ
け
で
も
な

い
。
国
内
の
山
登
り
に
つ
い
て
も
、
生

き
生
き
と
書
き
綴

っ
て
い
る
。
高
校
生

の
こ
ろ
、
農
作
業
を
手
伝

っ
て
い
る
笑

顔
の
写
真
も
印
象
的
だ
。
そ
う
い
っ
た

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
こ
と
が
、
渡
邊
氏
の

登
山
を
形
作

っ
て
い
て
、
彼
女
の
登
山

は
日
々
の
な
か
に
あ
る
の
だ
と
感
じ
る
。

は
る
か
大
先
輩
の
著
作
を
生
意
気
な
言

葉
で
し
か
紹
介
で
き
な
か

っ
た
が
、
彼

女
の
、
し
な
や
か
な
人
生
を
生
き
、
山

に
登
る
姿
に
憧
れ
て
い
る
。
（柏

澄
子
）

２
０
０
３
年
７
月
　
白
水
社
発
行

２
１
３
ガ
　
ー
５
０
０
円

２
０
０
３
静
岡
大
学
山
岳
部

・
編

『紫
岳
』
第
１２
号

創
立
７０
周
年
記
念

旧
静
岡
高
等
学
校
は
昭
和
８
年
創
立
、

２５
年
学
制
改
革
に
よ
り
静
岡
大
学
と
な

っ
た
。
本
書
は
、
山
岳
部
紫
岳
会
の
旧

制
１７
年
、
新
制
５３
年
の
記
録
で
あ
る
。

前
身
の
静
岡
高
旅
行
部
の
創
設
１
９
２

３
年
か
ら
は
８０
周
年
と
な
る
。

何
故

『紫
岳
』
と
い
う
部
報
な
の
か
。

ａ

「旧
制
時
代
か
ら
続
く
部
報
名
は
ほ
か
　
Ｈ

に
も
あ

っ
た
が
、
山
岳
部
活
動
を
途
切

れ
る
こ
と
な
く
維
持
継
続
し
て
き
た
旧

制
静
高
山
岳
部
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
の

が
正
統
な
歴
史
の
継
承
で
あ
る
。
日
本

に
大
学
山
岳
部
多
し
と
い
え
ど
も
、
南

ア
に
傾
倒
し
た
吾
が
山
岳
部
の
軌
跡
を

何
ん
と
し
て
も
統
合
し
た
部
報
に
残
せ

な
い
か
と
永
年
考
え
、
戦
後
初
の
新
生

紫
岳
１２
号
を
編
集
、
企
画
は
最
初
６９
年

に
始
ま
り
海
外
遠
征
等
で
先
送
り
と
な

っ
て
実
に
３４
年
ぶ
り
の
企
画
実
現
と
な

っ
た
」
と
編
集
長
は
述
べ
て
い
る
。

編
集
は
原
稿
、
写
真
、
地
図
等
を
委

員
で
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
化
し
て
完
全
な
Ｐ
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&脳「edlche 032

生活習慣病の予防と登山

佐藤 祐造

近年における家庭、職場におけるオー トメーシ

ョン化、コンピュータ化などいわゆる文明化され

た日常生活は過食 (高脂肪食)と 運動不足をもた

らし、糖尿病を代表例 とする生活習慣病を増加さ

せている。

一方、登山は一部の愛好家が競技スポーツとし

て高山を目指すだけでなく、レジャー活動の普及

とともに、生涯スポーツ、健康増進の目的で行わ

れるようにな り、熟年組によるヒマラヤ トレッキ

ングが急激に増加 している時代 となっている。

適度な食事制限と身体 トレーニングの継続が糖

尿病で低下 しているインス リン感受性を改善させ、

糖尿病 (2型)の発症予防や病態改善に有用なだ

けでな く、高血圧、高脂血症等インス リン抵抗性

関連のすべての生活習慣病の予防、治療に役立つ

ことは多 くの疫学的、臨床的研究によつて明らか

となっている。

最近、発表された米国の研究成績でも、食事、

運動を中心 とする生活習慣改善は、薬物療法より

糖尿病の発症予防率が高いことが報告されている。

しかし、生活習慣改善の長期継続は極めて困難で

あ り、インス トラクターがマンツーマンで指導を

行っても、実行率は約半数にとどまっていた。

私どもも正常血糖クランプ法を用いて、体力の

指標 (最大酸素摂取量)に影響を及ぼさないよう

な軽、中等度の身体 トレーニングで も、長期にわ

たって続ければ、体のインス リン感受性が糖・脂

質代謝面で改善することを証明している。また、

運動療法の実施が糖尿病患者の病態を改善させる

こともよく知られた事実であるが、長期実施は困

難であり、中止後病態の悪化を招 き、現在人工透

析を実施中の症例 も経験 している。

したがって、それほど急峻でない里山を各人の

体力、運動能力に応 じてマイペースで登るような

運動は、ス トレス解消にも役立ち、実行 しやす く、

生活習慣病の予防、治療手段 として今後なお一層

推奨されるべ きである。

しかし、登山では、高所で脱水に陥 りやす く、

水分補給は必ず実施する。また、散歩、ジョギン

グでは、心筋梗塞や外傷などの緊急事態になって

も、救急活動は比較的容易であるのに対 し、登山

は行動中止後 も下山が必要であるなど、事前に健

康チェックはより念入 りに行わなければならない。

登山が競技スポーツだけでなく、生涯スポーツ

として、国民全般の健康増進、生活習慣病の予防

対策に活用されることを望みたい。

(筆者は名古屋大学総合保健体育科学センター教

授で、本稿は第23回登山医学シンポジウム特別

講演で発表された内容の一部です )
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K2・ バルトロ氷河ヘリ・フライトと
コンコルデイストパイユ着陸11日間

Ｄ
Ｆ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
か
た
ち
で
渡
し
、

印
刷
、
製
本
だ
け
を
業
者
に
依
頼
、
費

用
は
３
分
の
１
以
下
と
な
り
、
若

い
Ｐ

Ｃ
世
代
会
員
に
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
部
報
を

渡
す
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。

本
書
は
カ
ラ
ー
写
真
８
ペ
ー
ジ
を
含

み
第
１
部

・
歴
史
、
２
部

ｏ
山
行
記
録
、

国
内
、
海
外
、
３
部

ｏ
人
、
随
想
、
紀

行
等
、
４
部

・
部
員
、
会
員
の
足
跡
、

そ
の
他
の
構
成
。
部
の
過
去
、
現
在
、

未
来
に
わ
た
り
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て

は
、
各
大
学
共
通
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

（三
沢
　
一
三
）

２
０
０
３
年
７
月
　
静
岡
大
学
山
岳

会
刊
行
　
４
４
７
ガ

(15)

＼
劃
ノ

　ヽ
覗
　
ン

∠

日Ψ
、
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⑮

赳

屁

顆

２
月
理
事
会

日
時
　
２
月
１２
日
１８
時
３０
分
～
２１
時

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
平
山
会
長
、
芳
賀
、
平
林
、

橋
本
各
副
会
長
、
藤
本
、
今
村
、
小
川
、

朴
元
、
大
蔵
、
贄
田
、
田
村
、
黒
川
、

鈴
木
、
野
口
、
石
田
、
山
川

（篠
崎
代
）

鳥
居
各
理
事
、
内
田
、　
一
カ
各
監
事

小
倉

（董
）
、
重
廣
各
常
任
評
議
員

［委
任
］
宮
崎
、
鰺
坂
、
西
村
各
常
任

評
議
一員

【審
議
事
項
】

１

「テ
ン
ギ

ニ
フ
ウ

・
タ
ウ

（６
９

４
３
厨
）
シ
エ
ア
登
山
隊
２
０
０
４
」

派
遣
の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
元

保
険
お
よ
び
自
己
責
任
の
一
札
を
取

っ
て
い
る
だ
ろ
う
が
審
議
す
る
の
が
遅

い
。
今
後
こ
の
よ
う
な
パ
ー
テ
イ
が
増

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
ル
ー
ル

作
り
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

（承
認
）

２
　
高
峰
登
山
計
画
書
、
報
告
書
作
成

の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
蔵

別
紙
高
峰
登
山
計
画
書
報
告
書
の
作

成
を
山
岳
団
体

（日
本
山
岳
会
、
日
本

山
岳
協
会
、
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
、

日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
、
日
本
ヒ
ン
ズ
ー

ク
シ
ュ
・
カ
ラ
コ
ル
ム
会
議
）
で
実
施

す
る
。
提
出
先
は
日
山
協
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
で

は
首
都
圏
は
青
年
部
（大
蔵
理
事
）
、
各

支
部
は
各
岳
連
に
提
出
す
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
「海
外
登
山
情
報
セ
ン
タ
ー
」

を
作
る
こ
と
と
な

っ
た
。
　

（承
認
）

３
　
常
務
理
事
会
運
営
の
件
　
　
藤
本

常
務
理
事
会
は
当
面
常
務
理
事
の
み

の
出
席
で
下
記
の
よ
う
に
運
営
し
た
い
。

①
議
題
の
整
理
（審
議
か
報
告
か
な
ど
）

を
す
る
。

②
各
種
許
可

（写
真
掲
載
な
ど
）
等
事

前
に
審
議
す
る
。

③
審
議
結
果
を
理
事
会
の
前
に
会
長
、

副
会
長
に
報
告
す
る
。
　

　

（承
認
）

４
　
平
成
１６
年
度
総
務
委
員
会
、
山
研

運
営
委
員
会
予
算
の
件
　
藤
本

・
小
川

①
総
務
委
員
会
予
算
の
件

総
会
年
次
晩
餐
会
な
ど
総
務
委
員
会

担
当
の
行
事
が
あ
る
が
、
事
業
費
で
処

理
さ
れ
、
内
容
が
不
明
確
の
部
分
が
あ

る
の
で
来
年
度
か
ら
予
算
化
し
た
い
。

（承
認
）

②
山
研
運
営
委
員
会
予
算
の
件

山
研
の
管
理
人
の
人
件
費
を
本
部
経

費
と
す
る
と
山
研
の
収
入
が
イ
ー
ブ
ン

に
な
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
意
欲
も

わ
い
て
く
る
の
で
別
途
予
算
化
す
る
。

（承
認
）

【報
告
事
項
】

以
下
の
件
が
担
当
者
よ
り
報
告
さ
れ

承
認
さ
れ
た
。

１
　
会
報

『山
』
２
月
号
の
内
容
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
村

２
　
ポ
カ
ラ
山
岳
博
物
館
開
所
式
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
川

・
芳
賀

別
紙
の
と
お
り
黒
川
理
事
よ
り
報
告

が
あ
り
、
芳
賀
副
会
長
よ
り
感
想
が
述

べ
ら
れ
た
。

３
　
イ

ン
ド
海
軍
サ
テ
イ
ア

・
ブ

ラ

ダ

・
ダ
ム
氏
訪
日
の
件
　
　
　
　
藤
本

無
事
全
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
終
え
帰
国

し
た
。

４
　
中
央
分
水
嶺
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田

２
月
２１
日
０
１３
時
～
１７
時
　
グ
リ
ー

ン
ホ
テ
ル
に
て
開
催
。
今
月
は
中
央
分

水
嶺
担
当
者
と
と
も
に
支
部
事
務
局
担

当
者
も
出
席
す
る
。
理
事
の
方
も
出
席

し
て
ほ
し
い
。

５
　
支
部
事
務
局
担
当
者
会
議
開
催
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

２
月
２２
日
０
ル
ー
ム
に
お
い
て
開
催
。

６
　
中
央
分
水
嶺
踏
査
担
当
者
会
議
開

催
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田

２
月
２２
日
０
ル
ー
ム
に
お
い
て
開
催
。

７
　
平
成
１５
年
度
年
次
晩
餐
会
実
施
費

用
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

会
員
６
０
０
０
人
に
対
す
る
案
内
状

の
費
用
約
１
０
０
万
円
が
会
の
負
担
に

な

っ
て
お
り
、
そ
の
他
は
す
べ
て
参
加

者
の
費
用
で
ま
か
な
わ
れ
た
。

８
　
環
境
庁
提
出
の

「大
台
ケ
原
新
利

用
」
に
関
す
る
見
解
に
つ
い
て

代
理

・
山
川

環
境
庁
作
成
の
メ
ニ
ュ
ー

（案
）
に
、

自
然
保
護
委
員
会
お
よ
び
関
西
支
部
は

賛
成
し
、
高
く
評
価
す
る
旨
の
意
見
書

を
現
環
境
庁
近
畿
地
区
自
然
保
護
事
務

所
に
提
出
し
た
。

９
　
医
療
委
員
会
講
演
会
　
　
　
野
口

２
月
２９
日
０
ル
ー
ム
に
お
い
て
開
催

す
る
。
ネ
パ
ー
ル
ト
リ
ブ
バ
ン
大
学
の

ブ
ッ
タ
先
生
に
高
山
病
の
新
し
い
考
え

方
を
お
話
し
い
た
だ
け
る
。
　
　
　
　
　
０

１０
　
山
研
利
用
状
況
報
告
　
　
　
小
川
　
は

本
年
度
利
用
者
総
数
は
６
５
５
名
で

前
年
度
よ
り
２
４
１
名
減
と
な
っ
た
。

年
末
年
始
の
利
用
者
は
宿
泊
者
４９
名
、

立
ち
寄
り
者
１９
名
。

１１
　
く
＞
〓
＞
Ｉ
Ｚ
国
可
―
」＞
「
＞
Ｚ
結
成
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
蔵

２
０
０
２
年
の
国
際
山
岳
年
の
流
れ

を
く
ん
で
、
ゆ
る
や
か
な
組
織
を
続
け

た
い
。
信
州
大
学
山
岳
総
合
研
究
所
が

事
務
局
を
担
当
す
る
。

１２
　
そ
の
他

①
チ
ベ
ッ
ト
登
山
協
会
、
歓
迎
会
開
催

の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
村

２
月
２３
日
ω
新
宿
中
村
屋
で
開
催
。
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テンギ・ラウ・タウ (6943m)未踏ルー トからの第2登を目指す

(シエア隊 カングリ・シャールからテンギ・ラウ・タウヘ変更)

私たちJACシニア登山隊は今春ネパール・ロー

ルワリン・ヒマールの峻峰、テンギ・ラウ・タウ

(6943m)の未踏ルー ト (北稜)か らの第2登を

目指します。

会員の8割以上が50歳以上という当会の実情と、

当委員会で年数回の国内登山の催事を実施してい

るなかで、冬の穂高や剣の壁はもう無理だが、若

葉山行や紅葉山行では物足 りないという中高年の

会員の声を反映したもので、中高年だけで登れる

ヒマラヤの高峰、できれば未踏峰をということで

計画、実行されたのが昨年のクーンブヒマールの

カングリ・シャール (681lm)でした。

また 登山自体 も予想していなかった大きなク

レバスに阻まれ、梯子等の準備もなく余儀なく登

頂は不成功に終わりました。

このようなわけで今回の計画は当初からカング

リ 0シャールの雪辱として募集が行われたわけで

すが、この山は地上最美の山と言われる “プモ

リ"の隣の岩峰で高さも400mほ ど低 く、未踏峰

ではあるが登高の魅力にやや欠けること、昨年阻

まれたクンバスからコルまでの氷雪壁は斜度50

～60度 の200～300mの急峻なもので今回のシ

ニア隊での全員登頂は難 しく、またBCま でのア

プローチも長 く、登山期間が限られた中では登攀

期間もより短 くなることなどが考えられます。

それにひきかえテンギ・ラウ・タウはこの山塊

では頭抜けて高い主峰であり、登攀意欲を充分に

湧かせる山で、資料、情報についても詳細なスケ

ッチ (02年 秋の根深氏 <カ ング リ・シャール登

攀隊長 >偵察時のもの)や藤井氏 <今回の登攀隊

長 >の写真もあり、一昨年の計画を再度、見直し

た結果、初登頂ではないが北からのルー トは未踏

で、登攀には十分な価値があり、さらにアプロー

チも短 く、全員登頂の可能性も高いということで

今回の計画となりました。

世間の耳目を集めるような計画ではありません

が、自分たちの間口に合った計画を立案し、実行

計画の詳細を作成し実施するもので、この遠征は

シエア登山者が安全に充実した登山活動が行える

ように登山期間、標高などの点で負担を比較的少

なくし、未踏ルー トであることから、実施に当た

り、より安全に、確実に登頂して帰るべ くタクテ

ィクスを組み、高所順応に十分な時間をかけ、極

地 法 で 標 高 差2400m(BC 04500m、 頂 上・

6943m)に 3つのキャンプを出し、無理せずに

登ることを前提にチャンンジいたします。

幸い隊の編成も、昨年のメンバー2名 も加わり、

隊員全6名、サーダー、シェルパ全5名 も大半が

昨年と同じということで安全度と登頂の確度がよ

り高くなったと思われます。

リエゾンオフィサー、コック、キッチンボーイ

含めて総勢14名 の登山隊で、出発は4月 7日 、登

頂予定は5月 初旬、帰国は5月 20日 となっており

ます。

最後に 本計画に当たり、海外登山基金からの

多額の支援、また会員ならびに関係各位からのご

支援、ご協力、ご指導を賜り、全隊員深く御礼申

し上げる次第です。      (中 原 良材)

山の本の古書店
在庫 目録年 2回 (5月 。11月 )発行

ご希望の方お申込ください。

ご蔵書を整理するときはぜひ弊店に !

東京都中野区上鷺宮4-6-3
TEL&FAX 03(3990)4540

晴山古書買入

②
ｌ
０
０
周
年
募
金
状
況
　
　
　
贄
田

１
月
末
日
現
在
２
０
５
６
人

・
６
２

３
万
７
千
円
で
あ
る
。
会
員
全
員
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

③
第
２
回
雪
崩
講
習
会
　
　
　
　
黒
川

別
紙
の
と
お
り
実
施
し
た
。

【監
査
報
告
】

別
紙
の
と
お
り
上
半
期
の
監
査
報
告

が
な
さ
れ
た
。

＊
東
海
支
部
冬
期
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
登
山

隊
報
告

尾
上
総
隊
長
、
田
辺
隊
長
、
山
本
隊

員
に
よ
リ
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
ロ
ー
ツ
ェ

南
壁
登
山
隊
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
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イラス ト 宇都木慎一

◆
第
２４
回
日
本
登
山
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
開
催
　
　
　
　
　
　
　
医
療
委
員
会

会
期
　
５
月
２９
日
０
～
３０
日
０

会
場
　
東
京
女
子
医
科
大
学
総
合
外
来

セ
ン
タ
ー

（東
京
都
新
宿
区
河

田
町
８
‐
ｌ
　
ＴＥＬ
０
３
‐
３
３
５

３
‐８
１
１
ｌ
　
Ⅲ
０
３
‐５
２

６
９
‐
７
３
２
４
）

費
用
　
５
０
０
０
円

テ
ー
マ
　
登
山
者
支
援
に
エ
ビ
デ
ン
ス

を
求
め
て

特
別
講
演
　
三
浦
雄

一
郎
氏
他

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
８
０
０
０
厨
峰
登
山

サ
ポ
ー
ト
の
科
学

＊
そ
の
他
、
教
育
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、　
一
般
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

事
務
局
　
東
京
女
子
医
科
大
学
附
属
脳

神
経
セ
ン
タ
ー
神
経
内
科

・
橋

本
し
を
り

（住
所
、
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
は
会
場
に
同
じ
　
∽
ｒ
”
∽
ｒ

一ヨ
〇
‐
二
〇
◎
Ｃ
ヨ
一コ
・”
０
。」υ
）

◆
新
入
会
員
を
対
象
と
し
た

「徳
本
峠
越
え
と
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
」

山
研
運
営
委
員
会

・
信
濃
支
部

５８
回
目
を
迎
え
た
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
。

新
緑
の
徳
本
峠
か
ら
上
高
地
に
入
り
山

荘
に
１
泊
、
翌
日

「碑
前
祭
」
に
参
加
。

新
会
員
の
仲
間
作
り
を
手
助
け
し
ま
す
。

日
程
　
６
月
５
日
０
～
６
日
０

費
用
　
１
万
２
千
円

（１
泊
２
食
、
午

餐
会
費
、
記
念
品
、
傷
害
保
険

料
を
含
む
）

現
地
集
合
、
解
散

参
加
対
象
会
員
　
平
成
１５
年
４
月
か
ら

平
成
１６
年
３
月
末
入
会
の
新
会

員
お
よ
び
本
会
会
員
の
希
望
者

２０
名

（新
会
員
優
先
）
。

申
込
　
５
月
１５
日
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
会
員
番
号
、
連
絡
先
、

電
話
、
メ
ー
ル
を
明
記
し
Ｆ
Ａ

Ｘ
か
メ
ー
ル
で
本
田
榮
二
郎
宛

（ＴＥＬ
＆
Ⅲ
０
４
５
‐８
４
５
‐３

０
４
１
　
メ
ー
ル
①
ｒ
ｏ
つ
Ｑ
”
◎

コ
〓
ぞ
。ｏ
ｏ
ョ
）

＊
申
込
者
に
は
詳
細
を
送
付
し
ま
す
。

◆
探
索
山
行

「南
会
津
七
ヶ
岳
の
地
形

的
特
徴
と
そ
の
成
因
を
学
ぶ
」

科
学
委
員
会

日
時
　
６
月
１２
日
０
～
１３
日
０

七
ヶ
岳
の
特
異
な
山
容
を
第
１
日
目

に
大
嵐
山
か
ら
眺
望
し
、
夕
刻
の
講
演

会
で
近
年
確
実
に
な

っ
た
そ
の
成
因
、

７
０
０
万
年
前
の
地
球
の
ド
ラ
マ
に
つ

い
て
学
び
、
第
２
日
目
に
七
ヶ
岳

（
一

等
三
角
点
）
に
登
る
。

講
師
　
山
元
孝
広
氏

（産
総
研

。
深
部

地
質
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
）

交
通
　
東
京
池
袋
よ
り
貸
切
リ
バ
ス

宿
泊
　
ア
ス
ト
リ
ア
ホ
テ
ル

（福
島
県

館
岩
村
高
杖
高
原
）

費
用
　
１
万
８
千
円

（予
定

・
宿
泊
、

バ
ス
代
を
含
む
）

定
員
　
先
着
２０
名

申
込
　
５
月
１９
日
ま
で
に
住
所

・
氏

名

・
年
齢

・
会
員
番
号

・
連
絡

先

ｏ
電
話
を
ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
向
野
暢
彦
宛

（〒
２
１
４
‐

０
０
３
４
　
川
崎
市
多
摩
区
三

田
２
１５
１９
　
肌
＆
凹
０
４
４

‐
９
２
２
‐
３
４
０
３
）

参
考
　
二
万
五
千
分
図
で
、
七
ヶ
岳
は

「糸
沢
」
、
大
嵐
山
は

「湯
の
花
」

＊
登
山
道
に
は
岩
場
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
留
意
の
う
え
申
込
を
。

＊
申
込
者
に
詳
細
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

◆
山
本
茂
富
個
展

「東
風

・
西
風
」

会
期
　
５
月
９
日
０
～
１４
日
⑥

時
間
　
Ｈ
時
～
１９
時

（最
終
日
は
１８
時

ま
で
）

場
所
　
竹
川
画
廊

（中
央
区
銀
座
７
‐

７

１

７

　

ＴＥＬ

０

３

１
３

５

７

１

１

０
３
２
０
）

◆
中
村
光
吉
展

（油
絵
、
写
真
）

会
期
　
５
月
１７
日
０
～
２２
日
０

時
間
　
Ｈ
時
～
１９
時

（最
終
日
は
１７
時

ま
で
）

会
場
　
銀
座
東
和
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（ＴＥＬ
Ｏ

３
‐
３
５
４
２
１
８
６
６
２
）

会
員
異
動

物
故

太
田
　
繁

長
津
蔦
尾

福
田
泰
次

廣
瀬
由
昌

退
会

（３
７
４
４
）

（４
０
７
７
）

（９
４
６
８
）

（８
５
８
６
）
04 04 04 03

2 1  1 6

5 26 15 5

%〕ざ3LASTRIK
個人手配旅行から人気の トレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実
度が違う「旅」のプランニングをこころがけ
ています。山旅などあらゆるジャンルを取
り扱っています。お気軽にご連絡 ください。

彗嚢アトラストレック
(国 土交通大臣登録旅行業1167号 )

東京/〒 160‐∞08東京都新宿区三栄町23 TEL03‐ 3341-0030

大阪/〒 540‐∞12大阪市中央区谷町3-4-5中 央谷町ビル501号  TEL06‐6946‐ 9111

名古屋/〒 464‐ 0807名古屋区千穂区東山通り5-113オ ークラビル6F TEL052‐ 788‐ 解22
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著 者 書   名

図書受入報告 (2004年 1～ 2月 )

ベージ・大きさ 出版元 出版年 寄贈/購入別

横浜市大ワンダーフォーゲル部鴎嶺会(編 )

C.ヴィルヌーヴ(文 )F.バック(絵)

小林俊樹

中川重年
Ed Douglas(ed。 )

L4ark WatSOn(ed。 )

江川節雄

角田朋司
ボナッテイ(著 )近藤等。他(訳 )

斎藤一男

佐藤明

安藤洋子

高橋千飢破
′
I｀ akeshi Mizukoshi

峠 2003年 :YUWV 50周年記念号

大いなる河の流れ :よ みがえれ、サン・ローラン

山ときどきの心

森づくリテキストブック:市民による里山林・人工林管理マニュアル

The Alpine Journa1 2003(Vol■ 08,No.352)

New Zealand Alpine Journa1 2003(VoL55)

環境住民運動論 :草の根の現場からの証言

百名山登頂 ドクターの山歩き健康法
ボナッティわが生涯の山々

山の文化とともに

リフトで登る日帰り山スキー特選ガイド
コバンザメ登山家フン戦記

名山の日本史
Hirnalaya Bianco e Nero:La Luce delle Grandi Montagne

324pp/26crn

131pp/26crn

330pp/19crn

223pp/21crn

388pp/23crn

160pp/25crn

294pp/22crn

254pp/19crn

382pp/22crn

441pp/22crn

152pp/21cIIl

251pp/19cnl

477pp/20crn

93pp/21crn

鴎嶺会     2003
あすなろ書房  2003
龍鳳書房    2003
山と漢谷社   2004
′
I｀he Alpine Club 2003

New Zedand Alpine Club 2003

本の泉社    2004
山と漢谷社   2004
山と漢谷社   2004
アテネ書房   2004
白山書房    2004
白山書房    2004
河出書房新社  2003
MuseoN厖 londe de‖ aMontagna 2003

発行者寄贈

篠崎仁氏寄贈

著者寄贈

出版社寄贈

発行者寄贈

発行者寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

著者寄贈

著者寄贈

熊
谷
　
政

滋
野
明

一

村
井
　
功

菅
野
武
士

中
栄
敏
夫

大
野
紀
和

池
上
文
友

辻
　
政
信

小
牟
譴
明

矢
毛
石
豊

田
中
健

一

星
　
哲
夫

中
柴
勝
得

井
手
雅
捷

藤
田
久
男

徳
地
信
行

竹
田
　
伸

佐
瀬
晶
子

高
橋
厚
子

中
原
健
二

（５
０
１
５
）

（６
４
５
８
）

（６
７
５
５
）

（８
０
７
４
）

（８
１
１
１
）

（８
２
０
７
）

（８
４
８
１
）

（９
５
０
３
）

（９
９
８
４
）

（１
０
２
３
９
）

（１
１
３
４
６
）

（１
１
７
４
９
）

（１
２
０
５
９
）

（１
２
１
１
３
）

（１
２
１
４
４
）

（１
２
１
８
８
）

（１
２
２
３
８
）

（１
２
３
４
９
）

（１
２
８
７
４
）

（１
２
９
８
３
）

宮
城

越
後

北
海
道

石
川

東
海

静
岡

福
岡

関
西

熊
本

京
都

北
九
州

熊
本

東
海

四
■
□
回
目

２

月
２
日
　
総
務
委
員
会

３
日
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ツ
チ
ク
ラ
ブ

九
五
会

４

日

５

日

６

日

７

日

９

日

１０

日

１２

日

１３

日

１６

日

１７

日

１８

日

２０

日

２１

日

２２

日

２３

日

２４

日
19

日

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ
　
９３
会
　
０２

同
期
会

事
業
委
員
会
　
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ

ク
ラ
ブ
　
山
の
自
然
学
研
究
会

Ｊ
Ａ
Ｃ
０１
会

事
業
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ

ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
０２
同
期
会

常
務
理
事
会
　
事
業
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ツ
チ
ク
ラ
ブ

理
事
会
　
学
生
部
　
ア
ル
パ
イ

ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

図
書
委
員
会

資
料
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小
委
員
会

九
五
会
　
００
同
期
会

山
研
運
営
委
員
会
　
三
水
会

つ
く
も
会

科
学
委
員
会
　
総
務
委
員
会

ゆ
き
わ
り
会
　
山
遊
会

緑
爽
会

Ｓ
Ｕ
Ｎ
燦
会

支
部
事
務
局
担
当
者
会
議

長
期
目
標
検
討
委
員
会
　
高
尾

の
森
実
行
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会
　
図
書
委
員

△バ

２５
日
　
海
外
登
山
基
金
委
員
会
　
ア
ル

パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

２６
日

事
業
委
員
会
　
青
年
部

２７
日
　
高
尾
の
森
実
行
委
員
会

２
月
来
室
者
６９４
名

¨
編
集
後
記
¨

●
先
日
、
テ
ン
ギ
・ラ
ウ
・タ
ウ
ヘ
向
か

う
シ
エ
ア
登
山
隊
の
壮
行
会
に
出
席
し

ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
全
員
が
私
と
ほ
ぼ

同
じ
年
齢
で
し
た
が
、
目
の
輝
き
、
生

き
生
き
と
し
た
表
情
、
何
と
も
う
ら
や

ま
し
く
思
い
な
が
ら
送
り
出
し
ま
し
た
。

結
果
よ
り
も
登
山
活
動
を
十
分
に
楽
し

ん
で
き
て
ほ
し
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。

●
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
を
受
賞
さ
れ
た

中
村
保
氏
が
、
自
ら
を

「キ
セ
ル
登
山

家
」
と
評
し
て
ま
す
が
、

６０
歳
を
越
え

て
毎
年
８
千
口川
峰
に
出
か
け
る
現
理
事

も
い
ま
す
。
多
様
な
登
山
の
楽
し
み
を

味
わ
い
た
い
も
の
で
す
。
　

（今
村
）
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